




「 तऎॉਤউছথ 」のपँञढथ

　東京のએの৺ڰ割は森林であり、多摩地域と伊豆・
৵ຖ原の島しょ地域には、東京 23 યよりも広大な森林が
広がっています。これらの森林は、世ੀ有数の大都市であ
る東京の活動と発展を支え、都民に多くの౩みをもたらし
てくれています。経験したことのない༫ဂやൻංの発生な
ど、ਞ動の୶が深മさをੜす中で、二酸化炭素を吸
収して地球温暖化の和に貢献するとともに、ଅෛ಼૩等
を防止する森林の૽割は、ますます重要になっています。

　東京をはじめとする全国地で、ਅ後に造成されたスギ
やヒノキ等の人工林の多くが、まさに今、伐

㔌

り時、使い時をಶえています。これらを木材
として利用し、伐採地にગल森林を育てていく「森林環」は、「カーボンॽগートラル」、
つまり大ਞ中の二酸化炭素をੜやすことがない持続可能な営みです。この森林環を継続
していくには、豊富な知と経験に基づき、森林に適切なু入れをしていく林業のோが
ਂ可ಳです。しかし、担いুਂଌや高い生産コストなど、林業の経営はൂேとしてడしい
状யにあります。林業にజ事する人々が、仕事にやりがいをじ、生き生きと働くことが
できるよう、東京都はこれまでの施策のభ長に留まらङ、新たなଳ点から林業の経営力の
ਘ化に取り組まなければなりまच॒。

　この森づくり推進プランは、森林環境ඒ与ઘの導入や、ॹジタル技術の්など、東京
の森林・林業を取りඕく社会情િの化を౷まえ、定しました。公இ的機能を高める森
林整備や多摩産材をはじめとする国産木材の要拡大、生産ਙと収இਙの高い林業経営な
ど、持続可能な森林環の確য়と林業の経営力ਘ化に向けて、都が取り組॒でいく主要な
施策等を明らかにしたものです。

　৵さな၈木が、豊かな森林へと育つには、数ે年から数௲年という長い時間が必要です。
人たちが、ુ有の財産としてஹり育ててきた森林を、ઃの世代に健全なで引き継いで
いくために、国産木材のா的な利用など、今を生きるஎたち一人ひとりの行動が求めら
れます。

　「木の国・本」のગ生、「木の都市・東京」の実現に向けて、都民の皆さ॒とુに、森
づくりのを広げていきたいとઓいます。皆さ॒のா的な参加をおൢいいたします。

令和 3（2021）年 6 月 東京都知事
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तऎॉਤউছথの੦মऩઅइ্

��� মউছথのਜ਼઼હऐ
　現行の「森づくり推進プラン」（以下「プラン」という。）は、成 26（201�）年度か
ら令和 （2023）ڱ年度までの 10 年間を計画期間としていますが、社会経済情િの化
に対応するため、必要に応じて見直しを図ることとしています。
　現行プランの策定以ఋ、東京都（以下「都」という。）は、森林の伐採、利用、植栽、
保育を適切にりନす「森林環」を促進するための施策や、林業の担いু確保、木材産
業の振興など、様々な施策に取り組॒できました。
　जの後、成 30 年 11 月には、ਸ਼ �2 全国育樹ມの東京開催と়わच、森林整備と
木材利用の機運を更に広げていくため、「50 年、100 年のِ東京の森林の将来展望ّ
を策定しました。フज़（。以下「フज़ঞストঅジঙン」という）「ع東京フज़ঞストঅジঙンع
ঞストঅジঙンでは、花粉の少ないスギ等への植え替えを加சし、花粉のఄങ量を大幅に
少さचることに加え、「東京の木 多摩産材」（以下「多摩産材」という。）のঈランॻ化、
新的なスマート林業の確য়、木材利用を推進し東京を「木の都市」に生まれわらचる
ことなど、東京の森林や都市における木材利用のをڳつのメॵ७ージにめて発信して
います。また、成 31 年ڰ月には「森林経営管理法」と「森林環境ઘ及ल森林環境ඒ与
ઘに関する法」が施行となりました。जこで、フज़ঞストঅジঙンの実現や新たな制度
への対応を図るため、プランの定を行うこととしました。
　都は、プランの定にয়ち、令和 2 年 1 月に東京都農林・ී業振興対策ଟ৮会に対
して「持続可能な森林環の確য়と林業の経営力ਘ化」について໔問を行い、都が果たす
सき૽割などについて、同年 12 月に௦ணを受けました。
　本プランは、同ଟ৮会の௦ணと都のこれまでの取組を౷まえ、東京における森林整備と
林業振興に関し、都が計画期間内に重点的に取り組む施策などを明らかにしたものです。

ੑك�ق
　本プランは、令和 ３（2021）年度から令和 12（2030）年度までの 10 年間の計画と
していますが、社会経済情િの化に対応するため、必要に応じて計画期間中の見直しを
図ります。
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 ⋇⋈ൔ多摩町の森林　⋉御蔵島村の森林　⋊八子市の森林

 出๕؟令和２年ග 東京の森林・林業（東京都）

� ਜ਼؟ha�
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⺸　東京ののਃચधの૽સ

ਸ਼ � ฆ　

⋉ ⋊

��� 東 京 の  
  東京は、৺ 1,�00 ਐもの人ઠを有する世ੀ有数の大都市でありながら、એの৺ � 割を森林
が占めており、जのએは৺ 79,000ha に及लます。जのうち、多摩地域には৺ 53,000ha の森
林があり、スギやヒノキ等から成る人工林のほか、多様な樹ரでଡ成されるଠே林が広がってい
ます。また、島しょ地域にはଠே林を主とした৺ 26,000ha の森林があり、島ごとに特徴ある景
観を成し、豊かな生ଙ௺を育॒でいます。

 ���　東京のએの

⋈⋇

東京の؞のਜ਼઼હऐ
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  の 多 એ  ਃ ચ

  の ਁ இ  ਃ ચ

 出๕؟「地球環境・人間生活に関わる農業及ल森林の多એ的な機能の評価について」（本学術会৮）

ْધ৲ٓ
景観・௯ಱ、学習・ઇ育、芸術、ઇ・ມ、伝ଁધ化、地域ਙ持

ْସে産ٓ
木材、୫料（きのこ等）、
工業原料、工芸材料

ْে多ਙ৳৸ٓ
伝子保全、生物ர保全、
生ଙ௺保全

ْૉ୭৳৸ٓ
地球温暖化の和、
地球のਞの安定

ْ৳؞ঞॡজग़ش३ঙথٓ
療ു、保ു、行楽、スポーツ

ْ౺᩿ുٓ
ဏ水和、水資源ฅ留、
水量৹ත、水ସཱི化

ْଅෛ಼૩ଆૃطଅယ৳৸ٓ
એ୫防止、層ടശ防止、
जの他ଅෛ಼૩防止、૩防止、
防௯、防

ْి୭ਛٓ
ਞ和、大ਞཱི化、快適生活
環境成（ఠ防止）

��� の多એਃચ
  東京の森林は、木材を供ஔするほか、豊かな水源を育み、ଅෛの出を೪えて都民を಼૩からஹ
る重要な૽割を果たしています。さらに、都市部にい森林として、ౝ末には多くの人々が自ே
のႩしを求めて訪れるほか、子どもたちの環境ઇ育の場や、企業等の社会貢献活動の場としても
利用されており、様々なで都民の生活に貢献しています。

㌣ ৱમ ���  の多એਃચ
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下層植生が豊かな
スギ・ヒノキ林

下層植生がဃした
スギ・ヒノキ林

ଅの出量が多い
╒ଅෛ಼૩防止機能の下

ଅယに්する水の量が少ない
╒水源᩿ു機能の下

林内がพい

下草などが࿅しい

য়木のୌが細長い

林内が明るい

下草などが෬ൄ

য়木の生育がଐい

森林の多એ的機能を高度に発ม

�3� ୠஷ௪प൴ख৸ऩ॑ਛघॊ
　多摩地域の山間部や島しょ地域では、産業のဃ・空ྍ化がೃされており、౻用機会の出
がୖ題となっています。このような地域に豊富にோする森林を活用する林業は、持続的に౻用
を生み出し、地域振興に貢献しています。
　また、スギやヒノキの人工林は、間伐などの適切なু入れを加えることで、য়木の生育がଐく
なり、木材としてのସが向上するだけでなく、௯૩にਘい森林となります。加えて、林内に適
度な光が入ることで下草などが෬ൄし、水源᩿ു機能などの公இ的機能が向上します【資料 1-2】

【資料 1-3】。
　このように林業は、౻用を出することで地域の活力を持するとともに、公இ的機能の高い
森林を育成することにおいて、ாめて重要な૽割を担っています。

㌣ ৱમ ���  ᅇのટ

ᅇऋोथःॊ५ॠ؞ঀय़のॖওش४

ిજपᅇऔोञ५ॠ؞ঀय़のॖওش४
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　スギやヒノキの人工林は、ଐସな木材生産に加え、水源᩿ു機能やଅෛ಼૩防止機
能を高めるため、適切な時期にু入れを施す必要があります。

㌣ ৱમ ��3  যੵのथ্

ୗقᄎك
通ଞは၈木を 1ha 当たり৺ 2,000 ع �,000
本植え付けます。

ৣ࿘
植栽後のڳعڱ年間、植栽木の生長を࿉げる
හ草木を刈り௸います。

ॶঝજॉ؞ᅇ
য়木の生長を࿉げるツルやහ木を取り除きま
す。

ઊठ
生育にਂ要なを切りとします。
තが少なく、ୌの太さが一なয়木に生長します。

ᅇ
য়木のみ়に応じて、伐採 � 間引き �
することで、ଋしたয়木の生長を促します。
利用可能な間伐材はဦ出して有効利用します。

ᅇ
収ᄥの時期に達したয়木を伐採します。
収ᄥする林ೡは樹ரや用ಥによって異なります。
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��� 木材॑利用घॊਔଝृટ
　木材を利用することで、जの収இが木材生産活動に൬元され、人工林を伐

㔌

って利用し、植え替え、
育てていく環（以下「森林環」という。）が促されます。森林環は、い人工林が生長する
ૌஙで、温効果ガスである二酸化炭素を多く吸収し、炭素としてฅ蔵するため、地球温暖化対
策につながります【資料 1-�】。さらに、樹木は木材として利用されている間、ฅ蔵した炭素を二
酸化炭素として大ਞ中にଣ出することはありまच॒。よって、ક宅や家などとして木材が利用
されている分だけ、大ਞ中の二酸化炭素量はることになります【資料 1-5】。また、これらを
やしたときには二酸化炭素が発生しますが、もともと大ਞ中にோしていたものなので、長期的
に見れば大ਞ中の二酸化炭素量のੜはありまच॒。この考え方は「カーボンॽগートラル」と
われています。また、料として活用すれば、जの分だけ化લ料の使用をらすことができ
ます。このように、木材を利用することは、林業の振興はもとより、地球温暖化の和に大きく
貢献することになります。
　また、木材を内ಎに利用することでজラॵクス効果が高まるなど、木材や木ସ空間がもたらす
様々な効果・効能が、ఐ学的に明らかになっています【資料 1-6】。

㌣ ৱમ ���  ୭धढ़شথॽগشॺছঝ

森林は、くて生長がా॒な時期
に、二酸化炭素を多く吸収します。

ဦ出可能な間伐
材は有効利用し
ます。

木材の൏時にଣ出さ
れる二酸化炭素は、森林
が生長するૌஙで大ਞ中
から吸収したものです。
よって、長期的に見れば、
大ਞ中の二酸化炭素量の
ੜはありまच॒。

利用の時期をಶえた森
林を計画的に伐採・ဦ
出することで、木材を
安定的に供ஔします。

木材は、ક宅や家などに利用されている間は、二酸化炭素
を固定し続けています。よって、都市部で多くの木材を使う
ことは、都市部に森林を造ることにい効果が期待できます。

生長に応じて、施業を適切に実施することで健全な森林が育ちます。
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���3W�&2ĉ
東京おもちू美術ைちू॒木育広場

�3���W�&2ĉ
上ૺ௭座കホーム上家

㌣ ৱમ ��� 木ୗ૦ണಉの৲ຍಞಕの

㌣ ৱમ ��� 木材ृ木ସ૬ऋुञैघટ؞ચपঢ়घॊଢ଼ਛટ

「とうきょう森づくり貢献認証制度」【資料 3-19】により都が認証した、二酸化炭素の固定量の例です。

যषのટ

木材のಘりはഷಓを下さचるなど体をজラॵクスさचること 
が明らかになっています。内ಎを木ସ化することでᄨ༒のସが
向上し、中の作業効૨が高まるൊ向が確認されています。

木材はഐたさをじにくく、ඡれた時の生理的ストঞスが生じ
にくい材料です。また、้ொ力を和らげる効果もあり、フটー
জングなど人の体が直மඡれる用ಥに適しているといえます。

木材のಘり成分はストঞスをೄし、ඊႵ細ཝの働きを向上さ
चることが報告されています。

内ಎに使われた木材は、「あたたかい」「明るい」「快適」など
のଐい印象を与えることが明らかにされています。

木材を内ಎに用いると、内空間のဒ度をあるங度一定に保つ
効果があり、ૌごしやすい環境づくりが可能となります。

木材にஅまれる様々な成分は、பႝ物ସの吸着や、大ਞළ染物
ସの除ு、ಿ菌の効果をもたらします。

木材のᄔい成分によるॲॽの防除効果が報告されています。
 出๕؟「ఐ学的ॹータによる木材・木造建築物の 4	$」（林野ૂ）

জছॵॡ५ટ

ඊႵの௮ऌऋ

ँञञऊऎؚిऩഀ

ඡोञৎの५ॺঞ५ऋऩऎؚ้ொ॑ृॎैऑॊ

ႝृಿ༳のટ

ॲॽのଆટ

ి২ऩဒ২प৳ण

૬षのટ
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⋇ 保全林イメージ
⋈ 生産林イメージ
⋉ 花粉の少ない
　 ヒノキ၈

⋊ 多摩産材を使った木造ક宅
⋋ 市場にధव多摩産材

　都は、成 30 年 11 月にフज़ঞストঅジঙンを策定し、東京における森林整備と木材利用の
未来のをڳつのメॵ७ージにめて発信しました。人たちが数ે年から数௲年の時間をかけ
てஹり続けてきた森林を、ઃ世代に健全なで引き継ぐため、都はフज़ঞストঅジঙンを౷まえ、
長期的かつ広域的なଳ野で施策に取り組॒でいきます。

⺺　�� ফؚ��� ফの東京ののలਟன  ع東京ইज़ঞ५ॺঅ४ঙথع

のણਙ৲पेॉ多摩産材のে産ऋ拡大ؚ୨ٴ
　のऩः५ॠಉषのइ౹इऋਤाؚ୨ఄ
　ങु大்पखथःॊآ
木材の「ে産」धؚ౺の᩿ുؚ&2� ลઽٴ
　ऩनਁஇਃચのৈः「৳৸」षधତ؞ා
　औोؚऋ৸ऩदಲഅऔोथःॊآ

োोのষऌඍःञೡ ��� ফেਰুٴ
　の多摩産材ऋউঞ॔क़ॵॻ「東
　京५ॠ ҧ 「東京ঀय़」धखथঈছথ
　ॻ৲औोؚউঞ॔क़ॵॻषのে産
　३ইॺಉपेॉؚ多摩ୠの؞木
　材産のઽஇৡऋखथःॊآ

৻मؚ॑मगीधखथ多ऩ਼ٴ
　ऋૐअ॥গॽॸॕのறधऩॉؚ多摩
　ୠऋのওॵढ़धऩढथःॊآ

多摩ୠのमؚ$, ृটॵॺಉのٴ
　ਈৗૼ॑ણ用खञؚে産ਙのৈःৗ
　ऩ५ঐشॺषधኽखथःॊآ

⋈

⋉

⋊

⋋

⋌

⋍

⋇

ওॵ७ش४ ڭ

ওॵ७ش४ �

ওॵ७ش४ 3

⋌ 研修を受ける新ૠ業者
⋍ シカの防૧ፆを運ဦするためのॻটーン

8 森づくり推進プラン



大ऺథृൌऋেඅघॊ॑ٴ
　ाؚ��� ফुেधযऋુோघॊ௹
　ऊऩऋలਟपॎञढथಲഅऔोथःॊآ

ਣखॆୠのमؚ௴ृ્産ٴ
　ে産಼ؚ૩ଆऩनਣのථैख੍॑
　इॊ産ஷ௪のುਡधऩढथःॊآ

प౩ऽोञ大東؞ऊऩঽே௹ٴ
　京ऩैदमのছॖই५ॱॖঝ「東京
　ইज़ঞ५ॺছॖই」ऋୗऔोध
　の৬৲ऋਤனखथःॊآ

東京ध৸বੴহভऋ৴खञউট४ख़ॡॺのன৫पेٴ
　ॉؚ木材॑ણ用खञሸ॑मगीؚड़ইॕ५ृૹਝऩ
　नؚपउऐॊব産木材の利用ऋਤा 「ؚ木のব」
　মの東京ऋ「木の」पেऽोॎॊآ

の木材ਏऋ॑ણਙ৲औचؚ୭॑യਤघٴ
　ॊਢ૭ચऩ१ॖॡঝऋનয়औोथःॊآ

⋕ 森のサテライトड़フィス（イメージ）
⋖ ツজークライミング　⋗ 子どもたちの植樹体験

⋎

⑬

⋘

ॊਢ૭ચऩ१ॖॡঝऋનয়औोथःॊآ
⋙

⋗

⑭

⋏ ⋐

⋒⋑

⋕

⋖

ওॵ७ش४ 6

ওॵ७ش४ 7

⋎ ॽホンジカ  ⋏カঔシカ  ⋐ツキノワグマ  ⋑ムササঅ ⋒アカコॵコ

ওॵ७ش४ 5

⋓ ৵ຖ原村೯島のਲ 　　⋔ খঈツバキの花

⋘ 国産木材を使用した建築物
（令和元年क़ॵॻシティ 72.<2 ঔॹル
建築ೖ 最રೢೖ）
⋙ 木ሸ

ওॵ७ش४ �
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東京の؞॑ॉඕऎ૾ய

のك୬ீق ��� 木材તٹ 

のೡશએكଉ୴ق ��3 যੵٹ 

 ��� ড়થのٹ 

⺸　ൂேधखथడखः৽

ਸ਼ � ฆ　

　ਅ後の高度経済成長期にੜ大した木材要に対応するため、多摩地域においても、ೣ和 30 年代
を中心にスギやヒノキが広く植栽されました。 しかしजの後、社会情િの化とともに、木材の
要は少し、多摩産材の価તは下ൊ向が続きました。जの結果、木材のਲ਼収入だけでは人
工林に適切なু入れを施し、伐採やગ造林を行うためのコストが༱えなくなり、森林環が
しました。
　このようにして多摩地域の林業は大きなઊொを受け、林業జ事者数は少し、製材業等のఀ業
がৼઃऍました。都は、森林環の促進や、担いুの育成、木材産業の振興など、様々な施策に
取り組॒できましたが、多摩地域のጩな地や、৵ૠெ・分ങ的な所有ଡ造等が制৺となって、
生産コストのచはે分に進॒でおらङ、林業経営にとってడしい状யが続いています。जのため、
多摩地域の人工林にはે分な施業が行きநらङ、多くは利用されないまま量がੜ加し続けて
います。現は、木材として利用可能な 50 年生以上の人工林が৺ڴ割を占め、20 年生以下の
い人工林がாഈに少ない林ೡଡ成となっています。

 出๕؟令和 2 年ග 東京の森林・林業（東京都産業ௌ働ଂ）

 出๕؟年ග 東京の森林・林業（東京都産業ௌ働ଂ）  出๕؟令和２年ග 東京の森林・林業（東京都産業ௌ働ଂ）

10 森づくり推進プラン



ఫ空ঞー२計のイメージ

 ఫ空ঞー२計による高ಖ度な地ॹータ
�,$、高சインターॿॵトやクラक़ॻサーঅス پ  人工知能 � など情報通信技術の
  　්が、人々の生活をあらॅるએでよりଐい方向に化さचるという

⺺　 ভ ੲ િ の  ৲

��� ৗञऩ১の
　ু入れがਂે分な森林の整備を進める
ため、成 30 年ڱ月に森林経営管理法
が成য়しました。これにより、森林所有
者の意向により、必要に応じて市町村や
林業経営者がजの経営管理を受できる
ようになりました（森林経営管理制度）【資
料 2-1】。
　この森林経営管理制度を౷まえ、成 
31 年３月に「森林環境ઘ及ल森林環境ඒ
与ઘに関する法」が成য়し、ય市町村
が主体的に森林整備等を進めていくため
の新たな財源が確保されました。ય市町
村への森林環境ඒ与ઘは森林整備や木材
利用等に関する費用、都道ਿ県は森林整
備や木材利用等を実施する市町村の支援
等に関する費用に充てるとされています。

��� ॹ४ॱঝૼのણ用
　東京の人ઠは、将来的に少していくとのがあ
り、林業のみならङあらॅる産業は、担いুਂଌや
生産活動のೠ৵などといった୶がೃされていま
す。このような中、ۉ۞ھ、ھڶ、টボॵトといった
ഈ技術を活用し、ॹジタルトランスフज़ーメーシঙ
ンپを推進することで、経済発展と社会的ୖ題解ৠの
য়を実現していくことが一層求められています。例
えば、జ来は人力のみで行っていた作業を、ॹジタル
技術を用いて૮人化・自動化することで、ௌ力のచ
や安全ਙの向上が進み、産業଼ଥ力の持・ਘ化につ
ながります。都は、成 29 年度に東京の森林のఫ空
ঞー२計を実施し、地や資源量に関する高ಖ度
なॹータを取得しました。今後、このようなॹジタル
技術の活用を進め、林業の経営力ਘ化につなげていく
ことが重要です。

㌣ ৱમ ��� ৽ଵ৶২のਏ
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�3� ථैखृ௮ऌ্の৲
　新コটナक़イルス染ඪ（以下「新コটナ」とい
う。）が世ੀ的に拡がり、染防止と経済社会活動の
য়を図るため、々の暮らしにおいて、「新しい生活様ૄ」
の実ᄷが求められるようになりました。染者ૐ団発生
のକとなる３ഡ（ഡ൷、ഡૐ、ഡம）をೂするため、
テঞワークやテঞঅ会৮がசに普及しています。これ
にൣい、都民の宅時間はੜ加し、一方で都心のड़フィ
ス要には化がみられています。また、経済社会活動
のೠ৵によるક宅着工ૺ数の少が୳されており、こ
のことが多摩地域の林業や木材産業に୶を及ऻす可能
ਙがあります。

��� ਞऋुञैघ୶　
　経験したことのないဂさやൻංの発生
など、ਞ動がもたらす୶は深മさ
をੜしています。ਞ動に関するਿ
間ঃॿル（,P&&）が発した「1.5٦特
શ報告書」では、ਞ温上ಊをよりজスク
のい 1.5٦に೪えるためには、2050 
年ႃに世ੀ全体で &22 ൾ出量を実ସ८
টにする必要ਙがંされています。
　都は、2050 年までに &22 ൾ出実ସ
८টに貢献する८টग़ミॵシঙン東京を
実現することを്し、2019 年 12 月
に「८টग़ミॵシঙン東京ਅറ」を策定
しました。また、2021 年 1 月、都内
温効果ガスൾ出量を 2030 年までに 
50٫చ（2000 年ૻ）することなどを
明し、2021 年 3 月には 2030 年カー
ボンঁーフに向けて必要な社会の
・অジঙンを提କした「८টग़ミॵシঙ
ン 東 京 ਅ റ 2020 8SGaWH 	 RHSRUW」
を策定しました。
　このような中、಼૩への備えとともに、&22 の吸収源となる森林の૽割がこれまで以上に重要
となっています。適切な間伐等を進めることで森林の健全な生長を促し、&22 の吸収をはじめと
する森林の公இ的機能を高めていくことが求められています。

 ��� のൻංのে૨ٹ 

 ��� ਞആのಊٹ 
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はいされた多摩産材月に 2 開催される原木市

⺼　ତपउऐॊਠ૾धୖ

㌣ ৱમ ��� ਉ木ৃपउऐॊ多摩産材のඞ

。ਧ多摩の出町にある多摩木材७ンターは、都内ི一の原木市場です ٴ

主伐事業が始まった成 18 年度以ఋ、多摩産材の取ඞ量は着実にੜ加しており、 ٴ
 　成 29 年度は 18,192 ⒛となりました。

、取ඞ量のうち、多摩産材が占める割়は、成 18 年度の৺３割（৺ 2,900 ⒛）から ٴ
 　令和元年度には৺ 8 割（৺ 13,000 ⒛）までੜ加しており、जのうち৺ 8 割（৺ 
　11,000 ⒛）は主伐事業で伐採された木材が占めています。

��� 利用॑ಶइञযੵのಌৗ
　森林環のをూ景に、都は成 18 年度から、利用期をಶえたスギ・ヒノキ林の伐採・ဦ出と、
花粉の少ないスギ等（以下「少花粉スギ等」という。）への植え替えを行う「主伐事業」【資料 
2-3】を開始し、多摩地域の森林環の促進と、多摩産材の安定供ஔを図ってきました。主伐事業
が着実に進む一方で、民間による人工林の伐採・ဦ出は、今なおしています【資料 2-2】。林
業の経営力をਘ化し、民間主導による森林環を目指す取組は道ばであり、当એの間は主伐事
業の継続が必要とえます。また、利用期をಶえたスギ・ヒノキ林からఄങする花粉は、花粉ඪ
の主な原となっており、花粉ఄങ量をచする観点からも、主伐事業は重要な૽割を果たして
います。

 出๕؟令和２年ග 東京の森林・林業（東京都産業ௌ働ଂ）及ल東京都৹स

ਉ木ඞش ��� 多摩木材७থॱٹ 
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少花粉スギ等を植栽

ᅇহのउउऽऊऩो

　主伐事業とは、都民・企業等による募金や、東京
都が � 公財 � 東京都農林水産振興財団（以下「財団」
という。）に出ᢻ

㔆㕓

する基金を財源として、スギ・ヒ
ノキ林を伐採・ဦ出し、伐採地に少花粉スギ等を
植栽することで、花粉の少ない森づくりを進めると
ともに、多摩産材の安定供ஔと東京の林業の活ਙ化
を図るものです。

森林所有者からのணしみ等により、財団が市町村ٴ
　森林整備計画に定める標準伐期ೡ以上のスギ・ヒノ
　キ林について、境ੀ等の確認やয়木の価તを定す
　るためのர৹ਪを行います。

ీ、য়木の価ત等について森林所有者の়意を得てٴ
 　৺に基づき財団がয়木をେい取り、伐採します。

伐採したスギやヒノキは、多摩木材७ンター（原木ٴ
 　市場）【資料 2-2】や、財団が管理・運営している
 　ฅ木場に運ばれ、製材業者や়板業者、木ସॳॵプ
 　メーカー等によって購入されます。

ଅ地所有者とのీ৺に基づき、財団が伐採地に少ٴ
 　花粉スギ等を植栽し、下刈り、除伐、ઊち、間伐
 　等の保育を行います。

植栽から 7 年目植栽から 3 年目

東京産ஷ௪ଃ੮كଃਁق

ਚથ

 ᅇ ీ ৺
كয়木େీ৺ق

㌣ ৱમ ��3 ᅇহのਏ
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 適切に間伐されている人工林

間伐ਂଌにより下層植生がဃしている人工林

��� ତऋষऌඍःथःऩःযੵ
　ೣ和 61 年、間伐ਂଌの人工林を中心
に大ૠெな૩が発生しました。これ
を機に、都は಼૩にਘい健全な人工林
を育成するため、間伐対策としてೣ和 
62 年度から令和元年度までにྸ計భस
৺ 19,500ha の間伐を実施しました。
成 1� 年度からは、ଉ広ઐ林化を
目的とした整備も加わり、間伐対策と
はશに、ྸ計৺ 10,300ha の間伐を実
施しました。
　結果、林道ఢఈなどアク७スがଐい
スギ・ヒノキ林は整備が進みましたが、
木材のဦ出がなᆽ所を中心に未だ
整備が行きඍいていない人工林がଋっ
ており、森林の多એ的機能の下がೃ
されています。

�3� ਚથधੀऋਂの
　森林整備の推進には、対象となる森林の所有者と境ੀのཔがਂ可ಳです。しかし、多摩地域
の森林は、所有એڱha 以下の森林所有者が৺９割を占め、৵ૠெ・分ങ的な所有ଡ造である上
に、ള数の所有者がいるુ有林もあり、登記情報が更新されていない森林も多く見受けられます。
都は成 21 年度から森林の境ੀ明確化に向けた事業を開始し、令和元年度までにྸ計৺ �,100ha 
の森林境ੀを明確化しました。しかし、所有者の世代ઐ代が進むにつれて、所有者と境ੀがわか
らない森林は一層ੜ加し、森林整備を進める上で大きな૩となっていくことがೃされます。

 出๕؟令和２年ග 東京の森林・林業（東京都産業ௌ働ଂ）

  ���   ਚથૠெશਚથਯलએ（多摩地域・民有林）

  ય　　ী �KD  � ع ��KD �� ع ��KD �� ع ��KD ��KD ਰ ੑ

ਚથਯ ���3� ��� 3�� ��� ��� ���3�3 

એ �KD� ����3 3��3� ����� ���3� ������ ������ 
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ૐ材機を操作する技術者

森林作業道を整備する技術者

ཱにより主伐を行った人工林

��� ତ॑૿अૼのਛ
　都内の林業జ事者の数は長らく少ൊ向が
続いていましたが、都のௌ働力対策等により、
年はब૯ばいで推移しています。しかし、
多摩地域の森林整備を着実に進めていくには林
業జ事者数が今なおਂଌしています。
　また、経験年数が少ない林業జ事者の割়が
多い一方で、長年の経験と高度な技術を有する
技術者はൂேとして少なく、高ೡ化が進॒でい
ます。林業は૫をൣう作業が多い上に、全産
業にૻसて年収がく、季තやଠによっ
て収入がਂ安定になるため、異業ரにૡする
林業జ事者が少なくありまच॒。
　ൊ地の割়が多い多摩地域では、ཱ௺
ૐ材پ 1 により木材をဦ出するのが一ಹ的です
が、安全で効૨的なཱの設置や、ૐ材機の操
作には熟練した知と経験を要し、技術の継അ
は一ફ一にはいきまच॒。また、車௺ૐ材
پ 2 を行うためには、森林作業道を整備する技術
が求められますが、同様に技術者の育成がୖ題
となっています。
پ 1 ワイখーটープ等のཱを用いて、ॳェーン९ーで伐採したয়木を空
　　 中に፼り上げてଅ場へ収ૐする作業システム。車௺ૐ材２پがし
　　 いൊ地（30 ع 35�）やጩ地（35ع�）での伐採・ဦ出が可能。
پ 2 自できる機械を用いて、森林作業道や林地を行しながら伐採から
　　 ဦ出までを行う作業システム。

出๕؟国િ৹ਪ
・林業業者とは、国િ৹ਪに用いる産業分థにおいて、林業に分థされる事業所にരする者である
・+22 年の৹ਪでは、「本標準産業分థ」の定により、森林組়の事業業者等これまで「協同
  組়」の業者に分థされていた者が、新たに林業業者にஅまれるようになった

出๕؟令和元年度
　　　東京都林業ௌ働力実ଙ৹ਪ
　　　（東京都産業ௌ働ଂ）

 ��� のਯٹ  ���　৽ୡফਯશのસ়ٹ 
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造林地に現れるシカ
（造林地に設置したカメラで୶）シカによるスギのೡ木のጒຜ૩

��� ३ढ़पेॊ૩の拡ങ
　成 16 年 7 月、シカの୫૩によりᅄ地化した林地が、ૐ中ൻංによりଅෛടശをକこし、下
に大きな૩が生じました。都は、成 17 年度に「東京都シカ保૧管理計画」を策定し、市
町村やๆம県などと連携し、管理ඃをはじめとする়的なシカ૩対策を進めてきました。
　しかし、့ᄣజ事者の少
や高ೡ化などが原で、ે分
なඃ୍数にඹっていない状
ଙが続いています。以前はൔ
多摩町内の多摩ਆよりਨડが、
シカによる林業૩の中心で
したが、多摩地域のシカの分
ഘ域が拡大し、現は植栽木
の୫૩や樹ୌのጒຜ૩が
所で確認されるようになって
います。

出๕؟令和２年度東京都シカ管理計画年間実施計画（東京都環境ଂ）

���  ٹ 　३ढ़のඃৰౚق多摩ୠك

پ 1 ೭ᄕの保૧及ल管理ధलに့ᄣの適ਫ化に関する法（೭ᄕ保૧法）に基づき、೭ᄕによる生ଙ௺等への૩の防止等、特定の目的のため、
　　 都道ਿ県知事等のಅ可を受けて行うඃ。
پ 2 ೭ᄕ保૧法に基づき、့ᄣ೭ᄕを、့ᄣ期間に、定められたᄣ法でඃするもの（都道ਿ県知事が実施する့ᄣඊಅ験に়તし့ᄣ
　　 ඊಅを受け、毎年度、့ᄣ者登録をして実施）。

��� ৼઃए౮ଞਞध಼૩षのೃ
　年、全国地で異ଞਞ象がৼઃऍ、地球温暖化との関連ਙが指తされています。東京におい
ては、令和元年９月に発生した台௯ 15 ಀが島しょ地域を中心に༫なංと௯をもたらし、新島、
神津島、三宅島で観ఴ上ڭਜ਼の最大௯சを記録しました。広೧で木が発生し、利島におい
ては、重要な有用広葉樹であるツバキ林も૩を受けました。さらに同年 10 月には台௯ 19 ಀ
が発生し、༫なංが多摩地域所で大ૠெなଅෛ಼૩を引きକこし、林道など数多くの施設が
಼しました【資料 2-�】。異ଞਞ象のᄄ発は今後も続くと୳されており、ଅෛ಼૩などを防止
する森林の機能の発มが一層求められています。　
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林 道 の  ಼

造林地の಼

୮೮工事了後

山事業による୮೮

　令和元年 10 月、台௯ 19 ಀがもたらしたൻංにより、都内では、山事業によ
る୮೮を要する山ടശ等が 13 か所発生し、林道については 1�6 ଡ଼ 382 か所
が಼しました。林業関係者のほか、林道を利用するワサঅিの所有者等からもଫ
期の୮೮を求める声が上がっており、令和３年度現も୮೮工事を進めています。

��� ਢ૭ચऩভ॑৯घਃઈのৈऽॉ
　都は、「花粉の少ない森づくり運動」や「とうきょう林業サポート隊」等の活動を通じて、都民
との協働による森づくりを進めてきました。また、主伐事業の植栽や下刈りに対し、企業等から
の支援を募る「企業の森」、多摩地域の森林整備による二酸化炭素の吸収量や多摩産材の利用によ
る二酸化炭素の固定量を認証する、「とうきょう森づくり貢献認証制度」により、企業等との協働
を推進してきました。地球環境・社会・経済の持続ਙへの機意をూ景に、ＳＤＧｓپが掲げる
目標の達成にഡமに関連する森林に対して、都民や企業等の関心は一層高まっており、このよう
な取組に対し、都民や企業等の参画を更に促していくことが重要です。

㌣ ৱમ ��� ഥਮ੪ফ௯ �� ಀपेॊౕᄻ಼૩

�持続可能な開発目標（6XVWaLQaEOH 'HYHORSPHQW *RaOV پ 6'*V）は、2015 年 9 月の国連サミॵトにおいて採උされた「持続可能な開発
　 のための 2030 アジェンॲ」にஅまれるもので、持続可能な世ੀを実現するための 17 の目標・169 のターゲॵトからଡ成されている。　
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御蔵島村のೋ樹

ൔ多摩町の葉広葉樹林

　成 29 年度に、500 人のインターॿॵト都ঔॽターを対象に、東京の森林に
どのような機能や૽割を期待するかアンケートを行いました。
　水源᩿ുや二酸化炭素吸収など、森林の公இ的機能への期待が高い一方で、木材
を生産する機能に期待する割়は৺٫ڰに留まり、木材を利用することの意義や、
木材に関する情報等が、都民に広く知られていないと考えられます。

��� ୠのৱ౺दँॊの多ऩણ用
　多摩地域と島しょ地域において、地域の資源である森林
を多様に活用し、都民と森林の関わりを一層深めるととも
に、地域の産業振興に貢献していくことが重要です。
　多摩地域の森林は、都市部にい自ே環境として、ঁイ
キングやトঞॵキングの場としてのॽーズが高く、ฉ歩道
等が数多くோし、ౝ末には多くの都民が訪れます【資料 
2-5】。これらのॽーズに一層応えていくためには、森林か
らの景観の持・向上を図る森林整備等が求められます。
　島しょ地域は、એの৺ڲ割を森林が占め、島のਞ
や௯ଅによって特徴的な森林景観が広がっています。島
しょஆ自のೋ樹や固有ரが観光資源としてି目されていま
すが、森林内に整備されたアク७ス道が少なく、活用は一
部に限られています。また、ツバキから採れるツバキ油や、
ツゲ・クワの木工品が特産物となっていますが、これらの
産業振興を図るには、有用広葉樹林の更新や、ગ造林を着
実に進める必要があります。

㌣ ৱમ ��� 東京のषのୄع都ঔॽターアンケートع

東京のपৌघॊড়のୄ ٹ 

出๕ � 成 29 年度 インターॿॵト都ঔॽターアンケート
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 林道入間ஜగ（原村内）

 森林作業道（あきる野市内）

 ���� ତଓஃৰౚٹ 

　ك多摩ୠق ���� ৫ਝৰౚٹ 

⺾　৽पउऐॊਠ૾धୖ

��� ଡ଼ි৫ਝৰౚのഊ
　林道は、森林までのアク७スを確保し、森林の施業や木材のဦ出にਂ可ಳな基ೕ施設です。都
は市町村と連携して林道の開設を進めてきましたが、年はൊ地をはじめとして施工のಔ
度が高いᆽ所の工事がੜえていることや、林業への関心の下から森林所有者との৹整がしく
なっていることなどにより、開設実ౚは少ൊ向にあります。また、ใ設の林道施設はഠᄺ化が
進॒でおり、通行の安全を確保するための対策が必要
です。
　林道とともにଡ଼ිをଡ成する森林作業道は、主に林
業経営体が整備を行いますが、整備を行う技術者が限
られていることなどが原で、年は開設భ長がಇल
ฎ॒でいます。

 出๕؟年ග 東京の森林・林業（東京都産業ௌ働ଂ）

 出๕؟年ග 東京の森林・林業（東京都産業ௌ働ଂ）
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 多摩木材७ンター（原木市場）

 東京都公ધ書ை  東京都農林水産振興財団 য়ਆૂༀ

多摩産材を使用したこと
があり知っていた ����

多摩産材を見たことがあ
り知っていた ����

多摩産材という名ูの
み知っていた �3���

出๕ � 成 29 年度 インターॿॵト
　　　都ঔॽターアンケート

��� ൂேधखथः多摩産材のੳੴ২
 ���� 多摩産材のੳੴ২ٹ 

のঢ়৴ਝपउऐॊ多摩産材の利用হ

　多摩地域の林業経営をೲ上げするには、
多摩産材の認知度を高め、利用の拡大に
つなげることが重要です。都はこれまで、
関連施設における多摩産材利用や、ક宅
展ં場における多摩産材ঔॹルঁक़スの
設置などを通じて、様々な普及啓発を展
開してきました。
　जの結果、成 2� 年度の都ঔॽタ
ーアンケートで৺ڭ割だった多摩産材の
認知度は、成 29 年度に৺２割まで上
ಊしました。
　しかしൂேとして、৺ڴ割もの都民が

「多摩産材を知らなかった」と௦してお
り、認知度がે分とはえまच॒。また、
東京の森林に期待する機能として「木材
生産機能」と௦した都民は、わङかڰ
٫であり【資料 2-5】、木材を利用するこ
との意義についても、都民にે分に්
していない状யとなっています。
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多摩産材を使った木造ક宅


༂
ਓ
౫
॑
ઞ
৷
ख
ञ
ঔ
ॹ
ঝ
ঁ
क़
५

�3� ા॑ኇइञ多摩産材のਏの拡大
　多摩産材の民間利用は、多品ர、少টॵトの材を必
要とするିધક宅等の資材が中心です。しかし、都内
の人ઠは今後少していくとのがあり、新築ક宅
において大幅な要のੜ加を見むことはです。
都民の費の動向などを的確にཔし、多様な木材
要を拡大していくことが重要です。

　本協৮会は、多摩産材を使用したકまいづくりを通じて、安全で安心できるક環境の
実現と、持続的な森林資源のଡ築、環社会への寄与を目的に、製材所、工ਜ、設計
事ਜ所、市町村等を会員とし、都が事ਜଂと
なって成 13 年に設য়されたભ意団体です。

　本協৮会が民間金機関やਧ多摩地域の自体と
連携し、都民等が多摩産材をક宅に活用した場়、
ક宅টーンの金利について、標準金利よりもરを
受けることができる制度です。

ਣखॆのযઠの؞ ���3  東京ؚયؚ多摩ٹ 

 +27 まではਜଁ計ଂ「国િ৹ਪ」による実ౚ値、R2 以ఋは東京都ਜଂଁ計部による値を基に作成。
。ਜ਼未のຽ入等により、内の়計が数と一ಱしない場়があるپ

�8R/�
hWWSV���ZZZ.MXXWaNXVHLVaNX.PHWUR.WRN\R.OJ.MS�MXXWaNXBVHLVaNX�131-02.SGI

રৱ২

東京の木؞ःइतऎॉੈ৮ভのણ
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有明テॽスの森 有明アজーナ

৭ু村অঞॵジプラ२ 国য়଼技場

��� ਁુਝपउऐॊ木材利用のയਤ
　成 22 年 10 月に施行された「公ુ建築物等における木材の利用の促進に関する法」を受
けて、都は成 23 年 11 月に「東京都公ુ建築物等における多摩産材利用推進方ଉ」をਫし、
都の公ુ建築物等における૨的な多摩産材利用にめています。一方、都内のય市町村の木材
利用方ଉの策定૨は、森林環境ඒ与ઘの設や都の働きかけによりဉ々にੜ加していますが、令
和２年末時点で 35٫（22 ય市町村）であり、全国の策定૨ 93٫にૻसい状யです。また、都
内は、建築物のଡ造に防ౌ上の制限がかかる地域が多いという事情もありますが、国の৹ਪによ
ると、令和元年度の都内の公ુ建築物の木造૨は �.2٫と、全国の 13.8٫にૻसてくなってい
ます。

2020 年 8 月時点 � 内ಎ整備前 ઌ提供؟ஆয়行法人本スポーツ振興७ンター

�7RN\R ����

大ોஉのトラスには木材とளを組み়わ
चた部材を使用し、全ての観客ఆから木の
फくもりがじられるようになっていま
す。また、建物のਗఢのໟᑙや内にも
ா的に木材を利用しています。

東京 ���� ड़জথআॵॡঃছজথআॵॡ଼ૼ大ভपउऐॊ木材利用

　東京 2020 大会の運営においては、認証木材の使用など、組௶員会が策定した持続可
能ਙにଦൟした৹達コーॻを๑重し、ગ生可能資源の利用を推進しています。

本国内の 63 自体から提供された木材
を様々なᆽ所に用いています。大会終了後
はこの木材をおりした自体にନేし、
ঞガシーとして活用するプটジェクトを行
うことで環境負のを図っています。
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を採用したۉہڸ
東ਗ਼ள上෨の台ക

国産木材活用プটジェクトॳーム会৮ 木材利用推進全国会৮

��� 東京पउऐॊ木材ਏの拡大प৸বऋୄ
　国産木材の供ஔ量は、森林資源の充実、়板材料での利用のੜ加、木ସバイड़マス発ਗ਼施設に
おける利用のੜ加などをూ景に、成 1� 年度からੜ加ൊ向にあります。一方で、木材利用の中
心であるક宅分野は、ક宅取得の主たる年ೡ層である 30 ୃع �0 ୃ代の人ઠが全国的に少し
ていることから、ೠ৵が見まれています。जこで国は、木造૨がい中・高層建築やశક宅建
築における木材要を拡大するため、建築基準法をਫし、防ິౌに係るૠ制を見直すとともに、
ິౌਙ能を向上さचた木ସ部材やۉہڸ【資料 2-6】等の普及を進めています。
　このような状யにおいて、中・高層建築やశક宅建築がૐ中する東京には、木材要の拡大を
Ꮛ引する૽割が求められています。しかし、都内で中・高層建築の木造化を実現する動きは始まっ
たばかりであり、木造の設計や木ସ材料にಖ通した建築は限られているのが現状です。

ଡୗશのାੵ૦ണの෫એ؞ ���� మಽશٹ 

 出๕؟令和元年ග 森林・林業ஜ書（林野ૂ）

月、都知事がজーॲーをਜめる全国知事会「国産木材活用プটジェクトॳーム」ڳ令和元年 ٴ
　 が、「国産木材要拡大്」を発しました。

、同年 11 月には、国産木材の要拡大と林業活ਙ化の実現に向けて、地の経済同௵会 ٴ
 　都道ਿ県知事、市町村長が参加する「木材利用推進全国会৮」が設য়され、都知事が理
　 事にભし、全国連携の機運が高まっています。

木材ਏの拡大पऐञ৸বऩऌ
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㌣ ৱમ ��� ீ୬ऊै木材ଲષषのਸੵ

 イラスト提供 「建てるのなら、木造で」（公இ財団法人 本ક宅・木材技術७ンター）

。丸太をᏟや専用機械で切し、成した板材やഓ材をいいます ٴ
。ம着ද等による加工を施さङ製材品のまま利用されるものを「૮ጂ材」といいます ٴ

ଲ 材 ષ

。毎にྐを直行さचるでള数り়わचた木材製品ですූڭ、丸太をුくጒいた板を ٴ
。幅広の板を作ることができ、板のූ数に応じて、ௐさとਘ度を৹整できます ٴ

়  ഝ

一定の法に加工されたひき板（ラミナ）をള数、ྐ方向が行に ٴ
 　なるようம着した木材製品です。
、ဩい、ખり、割れ等がକこりにくくਘ度も安定していることから ٴ
　 ક宅の、ᅡ、ଅ台等、用ಥは多วにቻります。
製材品では製造がな長大な用材や、ශした用材を作ることが ٴ
　 できます。
。年はິౌૐ成材等の木ସິౌ部材も開発されています ٴ

ૐ ਛ 材

ऊैᅇॉলऔोञீ୬मرऩଲષपਸੵऔोऽघ؛

。い板をള数、ྐ方向に行になるようにம着した木材製品ですු ٴ
高い法安定ਙがあり、部材毎のਘ度のばらつきが৵さいという特徴 ٴ
　 があります。

ہ ۋ ہ （板層材）

ひき板（ラミナ）をధसた後、ྐ方向が直ઐするように層ம着した ٴ
　 木材製品です。
。国で建築のଡ造材などに使用されています ٴ
本では成 25 年 12 月に製造ૠતとなる -$6（本農林ૠત） ٴ
　 が制定されました。

ڸ ہ ۉ （直ઐૐ成板）
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ତधஷ௪पऐञੁன৫ਸ਼ 3 ฆ　

◆ 都民にとってかけがえのないુ有の財産である森林を、ઃ世代に健全なで引き継ぐためには、 
　 林業のഊによって多એ的機能をે分に発มできていない人工林を、将来を見ྚえて適切に整
　 備していく必要があります。

◆ 林業はൂேとしてడしい経営環境にあることから、整備の推進に当たっては、人工林のおかれ
　 た自ே的、経営的な੯等を考ൟし、目指すसきの指ଉを定め、限りあるௌ力や財源等の৭
　 උとૐ中を図ることが重要です。

◆ 林業が地域振興に貢献する産業として、着実な成長をຄげるためには、新たな技術の導入によ
　 る生産ਙの向上とともに、担いুの確保と育成がਜです。また、社会の化を的確にኇえる
　 ことで多摩産材の利用拡大を図り、林業の収இਙの向上につなげていくことが重要です。

◆ 東京は木材の一大費地であり、都内における国産木材の要拡大を図ることで、東京をஅむ
　全国の林業振興と、森林環の促進につなげていくことに期待が寄चられています。

◆ 林業や木材産業の関係者だけではなく、森林からལ౩を受けている都民や企業等も、森林が持
　 続可能な社会の実現に果たす૽割について理解を深め、木材の利用や森林整備への参画など、
　 多ഓ的な森林との関わりを通じて、森づくりのの一員となっていくことが求められます。

◆ このようなଳ点から、以下のڰつの基ກに基づく施策を展開していきます。

 ੁ ன ৫ の ੦ ກ

 ੁ ன ৫ の ੦ ກ

੦ ກ ڭ  ୭॑യਤखਁஇਃચ॑ৈीॊତ

੦ ກ ڮ  ে 産 ਙ ध ઽ இ ਙ の ৈ ः   ৽ 

੦ ກ گ  多摩産材॑मगीधघॊব産木材のਏ拡大

੦ ກ ڰ   ড় ृ ੫  ಉ प े ॊ   利 用 の 拡 大
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੦ ກ ڭ  ୭॑യਤखਁஇਃચ॑ৈीॊତ

のഊऋਢःञऒधदᅇऩनの৳ऋਂଌखथःॊযੵपणःथؚిજ ٴ
 　ऩତ॑ਤीؚの多એਃચのੜਤ॑ॊਏऋँॉऽघ؛

खऊखؚૼのਂଌؚ३ढ़पेॊ૩のമ৲ؚৼઃए಼૩षのৌૢऩनؚ ٴ
 　पधढथడखः૾யमਢःथःॊऒधऊैؚ৸थのযੵपउःथ木材ে産
 　॑धखञତ॑ਤीॊのदमऩऎؚঽே੯ृভ૾ய়॑पઅ
 　ൟखؚीैोॊのਃચपૢगञତ॑യखथःऌऽघ؛

৲৽ଵ৶২ृ୭ඒଖઘのਝ॑౷ऽइथય੨धの৴॑ਘ ٴ
 　खؚऊैのତषの॑യघऒधदؚ多摩ୠのତのಌऩॊ
 　ਤன॑ॉऽघ؛

ㆤ 高ಖ度な森林情報を活用した森林のય分
ㆥ 森林環と少花粉スギ等への植え替えの促進
ㆦ 木材生産に適していない人工林の整備
ㆧ 所有者と境ੀの明確化
ㆨ 適切な保育の促進

ㆤ 森林経営管理制度の運用における市町村支援
ㆥ ય市町村間の連携の促進

ㆤ 新ૠ業者の確保と育成
ㆥ 高度な技術者の育成

ㆤ ૩৹ਪに基づく適切な対策
ㆥ シカの管理ඃと૩防除のਘ化

ㆤ 山事業等の推進と಼૩にਘい森林の育成
ㆥ 森林୰૩དの防除

ੁ ��� のયীपૢगञତのਤ

ੁ ��� ય   ੨ ध の ৴ 

ੁ ��3 జহのન৳धਛ

ੁ ��� েपेॊ૩षのৌੁ

ੁ ���    ૩ ष の ৌ ੁ

੦ກڭ ੁの৬௺
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◆ 東京の林業を取りඕく状யは、ൂேとしてడしいことから、全ての森林で木材生産
 　を目指すのではなく、「生産林」と「保全林」にય分することで東京の森林の全体൸ 　 
 　をき、限りあるௌ力や財源を効果的にじていく必要があります。

◆ ଣ置されている人工林の所有者に、木材生産に対する所有林の情報をわかりやすく
 　提供し、整備を促す必要があります。

ੁ ���   のયীपૢगञତのਤ

▶︎ 「生産林」では、カーボンॽগートラルのଳ点を౷まえ、間伐などの保育とともに、
 　利用期をಶえたスギ・ヒノキ林の更新と、少花粉スギ等【資料 3-1】への植え替え
 　を促進し、木材の安定的な供ஔにつなげます。

▶︎ 「保全林」のスギ・ヒノキ林は、できる限り自ேのዮ移にबていくための整備を推
 　進し、公இ的機能のੜ進を図ります。

ఫ空ঞー२計によって得られた高ಖ度な森林情報を活用し、森林を、木材生産に適しており ٴ
 　林業経営の対象とするसき「生産林」と、公இ的機能のੜ進をરするसき「保全林」にય分
 　します。【資料 3-2】

上記のય分について東京都森林 *,6 クラक़ॻシステムを介して都の関連部ଂ、市町村、林業 ٴ
 　経営体等とુ有し、連携して森林整備を進めます。

林業が長期にഊしている現状において、主伐事業の継続がなければ森林環の持がで ٴ
 　あることから、同事業によるスギ・ヒノキ林の伐採・ဦ出と、少花粉スギ等への植え替えを継
 　続します。

主伐事業の継続に当たっては、一ฮ作業システム、コンテナ၈、運ဦ用ॻটーンなど、新たな ٴ
 　技術を活用し、施業の安全ਙと生産ਙの向上を図ります。加えて、シカによる林業૩対策を
　 ਘ化します。

。၈木を安定的に確保するため、都内のர၈生産者による少花粉スギ等の育၈を支援します ٴ
 　加えて、品ସや供ஔ量の安定化に向けた生産施設の整備を支援します。

 ৬   ੌ

ㆤ ৈಖ২ऩੲਾ॑ણ用खञのયী

ㆥ ୭ध୨५ॠಉषのइ౹इのയਤ

��3� ফ২पऐथ

ऩछॉੌाऋਏऊ
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普 通 の ス ギ 少 花 粉 ス ギ

㌣ ৱમ 3�� ୨のऩः५ॠधम

成長や通直ਙ、୰ད૩に対するಿਙなどのସにરれた木として৭ばれたものپ

木材生産に適していない人工林は、ဉ々に自ேዮ移にबていくことが望ましいため、ଉ広 ٴ
 　ઐ林にා導するための間伐等を進め、森林の公இ的機能のੜ進を図ります。

ક宅地やライフラインにๆமし、木材のဦ出がなことで整備がれているスギ・ヒノキ林 ٴ
 　は、花粉の発生源になるだけではなく、木等による಼૩জスクもೃされます。このため、
 　このような人工林の所や現状をཔし、伐採方法や施業の方ଉを作成した上で、市町村等へ
 　の支援を検討します。

世代ઐ代が進むにつれて森林の所有者と境ੀに関する情報のཔは一層になると考えら ٴ
 　れることから、これらの明確化に取り組む林業経営体への支援を継続します。

高ಖ度な森林情報を活用して森林の境ੀを推定し、ๆமする森林所有者間の৹整などにおいて ٴ
 　活用してもらうことで、境ੀの明確化に係る作業の効૨化を図ります。

所有者ਂ明の森林について、地域にಖ通した方の協力を仰ऍつつ、森林経営管理制度の特例ೈ ٴ
 　置や、国が進めている関連法のਫ内容を౷まえ、適切に対応します。

林業経営体による間伐やઊち等の保育を支援することで、ଐସな木材の生産と森林の多એ的 ٴ
 　機能の向上を図ります。

。林業経営体による間伐材のဦ出を支援することで、間伐材の有効利用を図ります ٴ

、植栽や保育に係るజ来の施業は多くのௌ力を要するため、自ே੯に応じた植栽のഡ度化や ٴ
 　下刈り数のచなどについて検討することで、施業コストのచにつなげます。

ㆦ 木材ে産पిखथःऩःযੵのତ

ㆧ ਚથधੀのન৲

ㆨ ిજऩ৳のയਤ

　ஆয়行法人森林়研究所が、都ਿ県と連携してಖஶ樹پの中から৭௷した品ரで、
花粉生産量は普通のスギにૻसて৺ 100 分のڭ以下です。東京都からは、「ਧ多摩２ಀ」

「ਧ多摩３ಀ」「ਧ多摩 1� ಀ」が৭ばれています。

୨ାে૾ய
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ય分の設定は、森林の所有者等による整備方ଉのৠ定に制৺を ٴ
　 与えるものではありまच॒。

当ય分は、ఫ空ঞー२計等による地理情報を基にၱ上で設定し ٴ
　 たものです。木材生産の採ਙをよりਫ確にཔするには、現
　 地の౷ਪなどを行い、更に詳細な情報を入ুする必要があります。

。当ય分は必要に応じて見直しを行います ٴ

યীਝの੦মऩઅइ্

ে産؟木材生産に適しており、林業経営の対象とするसき森林

৳৸؟公இ的機能のੜ進をરするसき森林
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 ㌣ ৱમ 3�� ে産ध৳৸のયী

⋇森林を、ଠே林と人工林（樹ரはスギまたはヒノキとする）にય分します。

⋈ଠே林は保全林とします。

⋉ෛ防指定地など、法令等によりয়木の伐採に制限があり、公இ的機能の
   発มがરされる人工林は保全林とします。

⋊人工林の木材生産の適౯について、ള数のඨ目から評価を行います。
  【評価ඨ目の例】 ଡ଼ිからの、地、標高、ൊなど
⋋木材生産に適していると評価されたඨ目が多い人工林を生産林とします。

⋌生産林として৭出されなかった人工林は保全林とします。

ય ী ਝ  の  ो

この地図は、国ଅ地理長のഅ認（ 2� 関公ਸ਼ 269 ಀ）を得て作成した東京都地図（6 1�2,500）を使用
（３都市基ઐਸ਼ 1�0 ಀ）して作成したものである。૮ള製をరङる。

森づくり推進プラン 31

基 

軸 

　  1

第 

　  

章
3



◆ 森林経営管理制度と森林環境ඒ与ઘの設により、森林整備や木材利用に係る都及
 　लય市町村の૽割が明確化されたため、新たな制度に応じた体制づくりが必要です。

◆ 多摩地域の森林整備を進める上で、森林を有していない都市部のય市町村との協働
 　は大きな支援となりますが、連携している事例は限られています。

ੁ ���    ય   ੨ ध の ৴ 

▶︎ 森林経営管理制度に基づき、森林所有者の意向を৹ਪし、森林のૐ৺化を図る市町
 　村等を支援することで、これまでଣ置されていた森林の整備を促進します。

▶︎ 多摩地域の森林整備におけるય市町村間の連携を促進します。

森林経営管理制度を運用する市町村間の広域的な連携体制をଡ築します。さらに、同制度に基 ٴ
 　づき、森林の経営管理に対する所有者の意向について情報を収ૐし、意ඟ的な林業経営体への
 　ૐ৺化を図る市町村の業ਜを支援します。

Ｓクラक़ॻシステムにより一ھ森林経営管理制度の運用に必要となる森林情報を東京都森林Ｇ ٴ
 　元的に管理し、市町村や森林組়等と連携して情報の修ਫ・更新を進めます。

都がコーॹィॿーターの૽割を担うことで、多摩地域と都市部のય市町村の取組やॽーズにつ ٴ
 　いて情報ુ有を図るとともに、森林整備におけるય市町村間の連携を促します。

木材利用のノक़ঁक़が少ないય市町村を支援するため、都のアॻバイ२ーが公ુ施設の木材利 ٴ
 　用についてஃや情報提供を行います。さらに、多摩地域の森林・林業の現地ଳなどを通じ
 　て、ય市町村に多摩産材の利用を働きかけていきます。

都内のય市町村がઐする機会を提供することで、多摩地域の森林・林業や都市部の木材利用 ٴ
 　の現状について、൨方の理解促進を図ります。

ㆤ ৽ଵ৶২のઈ用पउऐॊ੨੍ର

ㆥ ય   ੨  の ৴  の യ ਤ

 ৬   ੌ

��3� ফ২पऐथ

ऩछॉੌाऋਏऊ

32 森づくり推進プラン



 

中ఙયの森（数地ય）

中ఙયの森子自ே体験ツアー⋇ 中ఙયの森子自ே体験ツアー⋈

中ఙયの森の木材を使ったノベルティグॵズ

「中ఙયの森」のキャラクター

。中ఙયでは、地球温暖化対策の一環として、原村と連携した森林整備を行っています ٴ

成 18 年から原村と森林保全活動に関する協定を締結し、原村内の数地ય、વ ٴ
　 地ય、  ൰沢地ય及ल本地યのڰ地યにある森林を「中ఙયの森」として整備しています。

数地યの森林では、યのஃ成により 1P2 ٴ
　 法人が間伐、下刈り、植栽などの整備を行っ
 　ています。
　 また、વ地ય、൰沢地ય及ल本地યの
　 森林では、ଉ葉樹林から広葉樹林へのૡఌ
　 を図ることにより、原村に本来ある自ே
 　豊かな森づくりを目指しています。

これらの森林は、ય民等を対象にした「中 ٴ
　 ఙયの森体験ツアー」や「中ఙયの森子
　 自ே体験ツアー」に活用されています。

ય੨の৴হ⋇قরఙયधਉ੨ك

から生産された木材は、ય「中ఙયの森」 ٴ
　 の施設の内ಎ材や公園のベンॳなどのほ
　 か、イベントでଦഘするノベルティグॵ
　 ズなどにも活用されています。

更に「中ఙયの森寄ဟ金」を設け、ય民 ٴ
 　等からの寄付金を「中ఙય森とみどりの
 　基金」にみয়て、「中ఙયの森」におけ
 　る活動 の原資として活用しています。
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ય民による環境学習 みなとય民の森

環 境 学 習 施 設

みなとય民の森の木材を使用したྕ みなとય民の森の木材を使用した椅子

ય੨の৴হ⋈قયधँऌॊك

યは、地球温暖化対策の一環として、成 19 年度からあきる野市ૺಠにある森林を ٴ
 　り受け、「みなとય民の森」として整備しています。

間伐等の森林整備が行われているほか、ય民を対象にした環境学習・自ே観の場とし ٴ
　 て活用されています。

整備のమで発生した間伐材は、ည園や ٴ
　 ৵中学ૅ等、ય有施設の内ಎ材や家など
　 に利用されるほか、公園の持管理材料等
　 としてયの様々な事業で活用されています。

内にある環境学習施設「みなとય民の森」ٴ
　 は、植樹や間伐、生物多様ਙについてなど、
　 様々な環境学習のために利用しています。
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ય੨の৴হ⋊قപధયधஒ෭ك

森林ボランティア育成講座（間伐）

森林ボランティア育成講座（ઊち）

ボランティア団体（森ஹ会）の活動 
道（మ）づくり

உ ௸ い 体 験 ॿイॳャーガイॻツアー

ય੨の৴হ⋉قৗયधँऌॊك

。新યは、地球温暖化対策の一環として、あきる野市と連携した森林整備を行っています ٴ
成 21 年度にあきる野市と森林整備に関する協定を締結し、あきる野市ૺಠにある森 ٴ
　 林を「新の森・あきる野」として整備しています。
યの事業として植栽や下刈り等の森林整備が行われているほか、ય民等を対象にした環 ٴ
　 境学習・自ே体験等の場として活用されています。　

പధયは、青梅市とのુ同事業として、成 22 年度から「森林ボランティア育成講座」 ٴ
　 を開講しています。当講座は、森林を整
　 備するボランティア活動に必要な知や
 　技術を学वとともに、പధય民と青梅市
 　民が森林整備を通じて൩いのઐを深め
 　ていくことを目的としています。

、講座を修了した受講生の৺ 5 割の方は ٴ
　 青梅市内で森林整備活動を行う 1P2 法
　 人などに加入し、ボランティア活動を
　 行っています。
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ੁ ��3      జ হ  の ન ৳ ध  ਛ

業ৼ会等において、都内の業に関する情報提供やৼ対応を行うことで、新ૠ業者の ٴ
　 確保を図ります【資料 3-3】。

新ૠ業したものの、ௌ働環境のడしさに理୳との࿒たりをじてする林業జ事者も多い ٴ
　 ため、林業や林業経営体に対する業ൌ望者の理解促進を図る取組について検討します。

林業経営体に対し、新ૠ業者の本採用前の౻用期間に係る経費を支援することで、新ૠ業 ٴ
　 者と林業経営体のマॵॳングを促進します。

。ॳェーン९ー伐等、基ຊ的な知や技術を着実に習得していくための研修を実施します ٴ

林業経営体に対し、福利ௐ生の充実など、林業జ事者が安心・安全に働き続けるための౻用管 ٴ
　 理のఒに向けた取組を支援します。

௺ૐ材や森林作業道の整備といった高度な技術の習得促進に向けて、の出町の都有林にཱ ٴ
　 整備した育成拠点「東京トঞーॽングフज़ঞスト」【資料 3-�】を活用し、実ᄷ経験をむ研
　 修を実施します。さらに、これらの一ಹ的な技術に加えて、開発が進॒でいる最新の林業機械
　 を活用した伐採・ဦ出システムなど、進的な技術の活用に向けて研修プটグラムの充実を図っ
　 ていきます。 

。を支援しますۉڿۄ林業経営体のൌ望に応じた専門講師のୣാにより、技術習得に向けた ٴ

林業に必要となる技能資ત等の取得や、技術力の高い林業経営体への出向による技術習得を支 ٴ
　 援します。

રれた技術者を༟するなど、技術の習得に対する林業జ事者の更なる意ඟ向上のための取組 ٴ
 　を検討します。

ㆤ ৗૠのન৳धਛ

ㆥ ৈ২ऩૼのਛ

 ৬   ੌ

◆ 森林整備の担いুとなる林業జ事者がਂଌしていることから、新ૠ業者の確保と
 　ともに、木材を安全かつ効૨的に伐採・ဦ出できる高度な技術者の育成がਜとなっ
 　ています。　

▶︎ 必要な林業జ事者の確保とともに、ཱ௺ૐ材や車௺ૐ材など、高度な技術の習
 　得を促進し、利用期をಶえた人工林の計画的な更新につなげます。

��3� ফ২पऐथ
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ৼ会への出展

新ૠ業者向け研修（ॳェーン९ー） 新ૠ業者向け研修（座学）

講義などが行われる建ો

پ 1 「林業ௌ働力の確保の促進に関する法」に基づき、（公財）東京都農林水産振興財団が都の指定を受けて設置
پ 2 「林業ௌ働力の確保の促進に関する法」に基づき、౻用管理のఒと事業の়理化に取り組む林業事業体を認定する制度

㌣ ৱમ 3�3 జহのન৳धਛपऐञੌ

㌣ ৱમ 3�� 東京ॺঞشॽথॢইज़ঞ५ॺ

　主に東京都林業ௌ働力確保支援७ンターپ 1 において、林業への業促進や、林業事業体
の౻用管理のఒ・事業の়理化に向けた支援等を実施しています。

林業の基ຊ的な知・技術を習得するための ٴ
 　研修や、林業に必要となる資ત・ඊಅの取得に係る費用のஃ成などを行っています。

林業への業を検討している方への情報提 ٴ
 　供や、શৼへの対応を行っています。

は、ཱ「東京トঞーॽングフज़ঞスト」ٴ
 　௺ૐ材など、伐採・ဦ出における専門的か
 　つ高度な技術を習得した技術者の育成を図
 　るものです。

研修生は、都有林を活用して基ຊを学॒だ ٴ
 　後、実の主伐事業地などにおいて実ᄷ的
 　な研修を受けることができます。

。林業経営体のൌ望に応じた専門講師のୣാなどを通じて、更なる技術の習得を支援しています ٴ

林業経営体の経営基ೕのਘ化に向けて林業機械の購入・ঞンタルに係る費用や、ௌ働安 ٴ
 　全対策に係る費用などのஃ成を行っています。また、東京都林業事業体認定پ 2 を受け
 　るためのু続やர書థ作成などの支援を行うษઠも設置しています。

ൌषのۇۅ

ৗૠのਛ੍ର

৽৬の৽の੍ର

ૼಆ੭पऐञ੍ର
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造林地ఢఈに設置した防૧ፆ 防૧ፆの資材を運ဦするॻটーン

都の関連部ଂや研究機関【資料 3-5】等と連携し、林業૩のங度に応じて、ᇎ৹ਪや७ン ٴ
 　サーカメラの設置等を行い、加૩動物を的確にཔします。

野生動物によって林業૩を及ऻす時期や、造林地への入経ଡ଼は異なるため、जれझれの加 ٴ
　 ૩動物の特ਙに応じた効果的な対策を検討します。

都の関連部ଂ、市町村、ᄣ௵会等とजれझれの૽割に応じて連携し、他地域の取組事例やใோ ٴ
　 の研究成果等を活用するなどして、シカの管理ඃのਘ化を検討します。

シカ૩を受けた主伐事業の造林地を効૨的に管理するため、ॻটーンを活用した૩状ய৹ ٴ
　 ਪを進めます。

。防૧ፆの設置等、林業経営体等による૩防除を支援します ٴ

管理ඃを継続してもなお植栽木等に૩がみられる場়は、主伐事業による防૧ፆの設置と ٴ
　 造林地のଳをਘ化します。あわचて運ဦ用ॻটーンを用いて防૧ፆの資材運ဦを力化する
　 などして、防除に係るコストచを図ります。

ㆤ ૩৹ਪप੦तऎిજऩৌੁ

ㆥ ३ढ़のଵ৶ඃध૩ଆのਘ৲

 ৬   ੌ

◆ シカをはじめとする野生動物による林業૩が、多摩地域の地で確認されており、
 　対策がਜとなっています。

ੁ ���    েपेॊ૩षのৌੁ

▶︎ シカの管理ඃや、防૧ፆ等による૩防除をਘ化することで、野生動物による林
 　業૩の少を図ります。

��3� ফ২पऐथ

ऩछॉੌाऋਏऊ

38 森づくり推進プラン



　

1mm

୨ँॉ ୨ऩख

普通のスギ（ం）と ૮花粉スギ（క）の雄花એ
（普通のスギは、丸いṍ

㕄く

の中に花粉が൵まっている）
少花粉スギ・少花粉ヒノキ採ர園

（カメムシ防除用にஜいॿॵトをかけている）
人工ઐଦにより作出した
૮花粉スギの৭௷験地

㌣ ৱમ 3��　 東京の؞पঢ়घॊୡଢ଼

　公的験研究機関である東京都農林়研究७ンターにおいて、東京の森林・林業に関
する様々な験研究が行われています。

。少花粉スギ・少花粉ヒノキの採ர園において、ர子生産の効૨化に向けた研究に取り組॒でいます ٴ
。東京特有の生育環境に適する、生長やସなどにરれた૮花粉スギの開発を行っています ٴ

。地や標高などのয়地環境に適した植栽樹ரの৭௷や造林などに関する研究を行っています ٴ

色い細かい၄子が花粉້پ

ୗपબॊૼのનয়

୨ඪৌੁષரの৫ؚৰ用৲

ᄕ૩ଆૼの৫

生育に適さない環境のため、下部の
葉が୰ਞでዐ色化したスギ

（このような地に適した樹ரを৭௷）

多摩地域の広葉樹の伝情報を
解ෲするための葉の採取

ॽホンジカによるၭ୫૩
（ഈが୫सられたヒノキの၈木）

採取した葉の '1$ 解ෲ

ツキノワグマによる樹ຜጒऍ ७ンサーカメラにったツキノワグマ

野生動物による林業૩をೄするため、直ம林業૩を及ऻすॽホンジカ、ツキノワグマ ٴ
　 に加え、防૧ፆを፸み切るタヌキなどに対しても、有効な対応策を検討しています。
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自ே಼૩により಼し、自ே୮がで二ઃ಼૩のതれがある森林について、山事業【資 ٴ
　 料 3-6】による୮೮を着実に進めます。

。ഠᄺ化がೃされる山施設について、修等による長ํ୵化を計画的に進めます ٴ

ଅෛ಼૩の防止など、森林の公இ的機能の発มが特に求められる森林について、森林法に基づ ٴ
　 く保安林の指定を進めます。

ॻটーンやঞー२計等を用いて高ಖ度な森林情報を取得し、林業経営において活用を促すこ ٴ
　 とで、森林の適切な管理につなげるとともに、಼૩にਘい森林の育成を図ります。

森林のଳをਘ化する取組について検討し、山地಼૩の未ே防止やଫ期発見による森林の保全 ٴ
　 につなげます。

૩発生時は、市町村や森林組়との連携により、森林や林道の಼状யをசやかに৹ਪしま಼ ٴ
　 す。また、য়入がなᆽ所の৹ਪにはॻটーン等を活用し、現場のಸਙ等に応じてဌச
　 に対応します。

マツノマॲラカミキজ等が媒介するマツノ२イ७ンॳগक़によるマツథへの૩、トঅঔンड़ ٴ
　 ड़ग़ॲシャク等ग़ॲシャクథによる島しょ地域のଞ広葉樹への૩など、これまで都内で
 　度々発生している森林୰૩དによる森林૩について૰ଳ等を継続します。

について、都内の૩状யをཔし市町村等にپカシノナガキクイムシ等が媒介するナラႶれ ٴ
　 ି意ᄁକするとともに、૩木の伐ฌ除やఇදの樹ୌି入等による防除を支援します。

ㆤ হಉのਤध಼૩पਘःのਛ

ㆥ   ୰ ૩ ད の ଆ 

 ৬   ੌ

◆ ਞ動の୶によりะ๏をੜす山地಼૩から、都民の生୵・財産をஹる必要があ
　 ります。

ੁ ���       ૩ ष の ৌ ੁ

▶︎ 山事業や森林୰૩ད対策による森林の保全とともに、林業経営体等による適切な
 　森林の経営管理を促進し、಼૩にਘい健全な森林の育成を図ります。

によるナラథ・カシథへの૩（Raffaelea quercivora؟学名）ナラ菌پ

��3� ফ২पऐथ
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令和元年台௯ 19 ಀによるടശ地の୮೮（八子市内）

大地沢山工事（町ি市内） 山施設（青梅市内）

保健保安林（八子市内）

㌣ ৱમ 3�� ථैख॑ஹॊ৳ؚহ

　保安林は、水源の᩿ു、ଅෛのടശजの他の಼૩の防備、生活環境の保全・成など、
特定の公இ目的を達成するため、森林法に基づき農林水産大෦または知事が指定します。
伐採制限や植栽義ਜがୖされる一方で、ઘ制上のરೈ置等を受けることができます。東
京都では森林એの 25٫にৼ当する৺ 19,300ha が指定されています。

৳  

 出๕؟令和２年ග 東京の森林・林業（東京都産業ௌ働ଂ）

پ 1 山ຘとሄとの間の部分 پ 2 ᆭをგ॒だ山એの࿄部

 3�� ৳のரథશએのસ়ٹ 

成 25 年台௯ 26 ಀによるടശ地の୮೮（大島町内）

　山事業は、森林の持造成を通じて山地಼૩から都民の生୵・財産をஹるとともに、
水源の᩿ുや、生活環境の保全・成等を図るものです。

  হ 

ടശ地等の山پ 1 એの安定を目的に、ଅ留工等の施設整備と、
植生を୮するための植栽工等を実施します。

  ੵ

山ॲム等の施設により、ᆭ・ᆭ෫の୫防止や山࿄پ 2 の固定
等を図り、森林の生育基ೕを確保します。

ᆭ  ੵ
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購入直後

භোखञড়થのତًي

整 備 後

��� ফपॎञॉؚஹॉਢऐॊ౺

　多摩ਆの上域には、安定的に水を生み出す森として、東京都水道ଂが所有・管理している水
道水源林があります。जのૠெは、東京都と山県にまたがる৺ 25,000ha と広大なએであり、
山ু内ડのએの৺ 3.8 にৼ当します。

　ૺ時代、ଐな森が広がっていたこの水源地域一ఝは、明新以ఋ、ೊ伐などにより森林
がᅄ地化するなど、ൽఀが進॒でいきました。水源地のൽఀを။えた東京ਿ（東京都の前ମ）は、
ൽఀしていた国の御料林をඒり受け、自ら水道水源林として森林管理に着ুしました。これ以ఋ、
東京都水道ଂは 120 年にわたり、植栽、間伐などの管理作業を続けることで、ൽఀした山をᮏ
らच、豊かな水道水源林をஹり続けています。

　成 22 年から開始した民有林の公募購入に加え、成 29 
年からは৵ఖ内ฅ水への୶が特にೃされる৺ 2,000ha 

を「民有林重点購入地域」とਜ਼置付け、所有者にா的にਲ਼ేを働きෳけ、購入を推進しています。
購入後は、東京都水道ଂによる主体的な管理により間伐やઊちなどを行い、水道水源林とし
てଐな森林へગ生しています。

　都民や企業の水源地保全に対する期待に応えるとと
もに、将来にわたって適切な水源地の保全を行ってい

くため、成 29 年からは企業などの多様な主体との連携をਘ化し、水源地保全の活動と重要
ਙの理解促進に取り組॒でいます。また、ボランティアの皆さ॒の協力により、成 1� 年から
民有林のু入れ（間伐やઊちなど）を行っている多摩ਆ水源森林隊の活動も継続して取り組
॒でいます。

ড়થのாऩභো

多ऩ৬ध৴खञतऎॉ

੫ध৴खञतऎॉًي

企業の森（ॿーミングライツ）
での地ᢺえ作業
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੦ ກ 2  ে 産 ਙ ध ઽ இ ਙ の ৈ ः   ৽ 

多摩ୠのの৽ৡਘ৲॑ॊञीؚૐ৺৲ृଡ଼ිତधःढञऒोऽदの ٴ
　 ੌのਤधधुपؚৗञऩૼのણ用॑യघऒधदؚে産ਙधઽஇਙ॑ৈीथ
　 ःऌऽघ؛

৲ਈुਏऩ৽੦ೕधुःअसऌజহのௌ੯॑ఒखؚ౻用の ٴ
　 ॑ॉऽघ؛

ऩਃভ॑ણر४のଡണृؚش多摩産材पणःथؚ東京ऩैदमのঈছথॻॖও ٴ
　 用खञ॑ۇۅன৫ख利用拡大॑ॊऒधदؚ木材利用पेॊઽஇऋ多摩ୠの
　 प൬੪औोथःऎؚਢ૭ચऩ୭のનয়पणऩऑथःऌऽघ؛

ㆤ ଡ଼ි整備の推進
ㆥ 多摩地域に適した施業の検証と普及
ㆦ 林業におけるॹジタルトランスフज़ーメーシঙン

ㆤ ૐ৺化の推進
ㆥ 適切なௌ働安全対策と౻用管理の促進
ㆦ 多ഓ的経営の促進

ㆤ ঈランॻイメージのଡ築
ㆥ 効果的な情報発信
ㆦ 公ુ施設における利用推進
ㆧ 民間施設における利用促進

ੁ ��� ૨ऩधਤૼのো

ੁ ��� ৽৬の৽੦ೕのਘ৲

ੁ ��3 多 摩 産 材 の 利 用 拡 大

੦ກ � ੁの৬௺
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◆ 林業の生産ਙを高めるため、ଡ଼ි【資料 3-7】の整備を推進するとともに、施業の
　 効૨化を進める必要があります。

◆ 施業におけるମ体的負担のೄや、木材の生産通の効૨化など、更なる経営力ਘ

　 化に向けて、進技術をா的に導入していく必要があります。

ੁ ���　૨ऩधਤૼのো

▶︎ 生産ਙや安全ਙの高い施業の普及とともに、ॹジタル技術を活用した様々なシステ
　 ムの活用を推進し、林業と木材産業の経営力の向上を図ります。

。市町村と連携し、林道の開設とともに、ใ設林道のଐを進めます ٴ

。現状では大機械の通行に対応していない林道について、拡幅等の高ૠત化を進めます ٴ

令和元年台௯ 19 ಀにより಼した数多くの林道について、森林所有者をはじめとする利用者 ٴ
　 等からの要望を౷まえ、計画的かつ着実に୮೮を進めます。

。ഠᄺ化がೃされる林道施設について、修等による長ํ୵化を計画的に進めます ٴ

。林業経営体等による森林作業道の整備を支援します ٴ

現状において多摩地域の林道の多くは大林業機械の導入がであるため、৵車を用い ٴ
　 た伐採・ဦ出システム【資料 3-8】のように、多摩地域の森林の実情に適した施業の普及を進
　 めます。
、地ᢺえや植栽に係る施業の効૨化に向けて、一ฮ作業システムやコンテナ၈の導入について ٴ
　 検証と普及を進めます。

多くのௌ力を要する植栽や保育に係る施業について、自ே੯に応じた植栽のഡ度化や、下 ٴ
　 刈り数のచなどについて検討し、コストのచにつなげます。（ગ掲）

林業経営体に対し、ॻটーンや地上ঞー२計機ஓなど、ॹジタル化された高ಖ度な森林情報 ٴ
 　を取得するための機ஓの導入を支援します。

ㆤ ଡ଼ ි ତ  の  ਤ

ㆥ 多摩ୠपిखञのਫ਼ध

ㆦ पउऐॊॹ४ॱঝॺছথ५ইज़شওش३ঙথ
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ঞー२計等により取得した森林情報を、森林作業道のଡ଼৭定や伐採ဦ出シミগঞーシঙン ٴ
　 に活用するためのシステム【資料 3-9】をଡ築し、ঘー२ーからの要望などを౷まえてଐを
　 検討することで、林業経営のਘ化につなげます。

木材の生産通におけるஔ情報をુ有するためのシステム【資料 3-10】をଡ築し、素材生 ٴ
　 産者や製材所等による活用を促すことで、原木の生産管理等の効૨化を図ります。

等の通信環境を整備し、林業జ事者のௌ働安全対策やᄕ૩対策に活پڶیＰہ山間部において ٴ
　 用することについて、他地域の事例を参考にしつつ市町村とともに検討します。

㌣ ৱમ 3��　 ଡ଼ිのયীध૽સ

ଡ଼ිは、効૨的な森林整備や林業経営にਂ可ಳな道ଡ଼のॿॵトワークです。

、ଡ଼ිのୌを成すເ୲的な公ુ施設で ٴ
　 主に大車の通行を୳定しています。

一ಹ車の通行も୳定し、ガーॻঞール ٴ
　 等の安全施設や๘ಎを整備しています。

⌚ଡ଼によっては、生活道ଡ଼や಼૩時の ٴ
　 ଡ଼といった多એ的な૽割も担っています。

林道等のୌをକ点とし、森林内により ٴ
　 高ഡ度にアク७スするための施設です。

林業経営体が森林施業を行うために利用 ٴ
　 し、主に林業機械（৵トラॵクஅむ）
　 の行を୳定しています。

経済ਙを確保しつつ丈でලಔなଡ造と ٴ
　 することが求められます。

　



。RZ PRZHU :LGH $UHa のറ。ਗ਼力かつ長での૮通信が可能な૮通信技術/پ

ਁ  
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ཱを用いた防૧ፆ資材と
コンテナ၈の運ဦ

ం３本؟コンテナ၈ క３本؟ᅄ၈

油ಓૄૐ材機と操ອ用૮জঔコン

割はൊ 35 度をதえるጩ地です。このような地੯でも生産ਙڱ多摩地域の森林の৺ ٴ
 　の高い林業技術を確য়するため、成 26 年度から「東京コスト林業技術の実証的開発
 　事業」を実施しています。
様々な高ਙ能林業機械による伐採・ဦ出システムを検証した結果、℄な森林作業道でも効 ٴ
 　૨的に作業ができる৵車௺によるဦ出間伐などが、多摩地域に適়していることを実証
 　しました。
پ中ঁーベスタ ٴ 1 や大タワーখーॲپ 2 等を用いた皆伐
 　システムについても検証を行ったとこौ、ใ設林道の幅員
 　やଶᅡのິ重等の੯から、適用ᆽ所は限定的であり、
 　加えて機械の価તが高いことから導入のメজॵトは৵さい
 　ことがわかりました。よって現状は、జ来のૐ材機پ 3 を
 　用いたཱ௺ૐ材の技術が、多摩地域の林業には必要と
 　えます。

一ฮ作業システムとは、伐採木のૐ材に使用するཱを用 ٴ
 　いるなどして、伐採とధ行または連続して地ᢺえや植栽を
 　行い、ગ造林に係る経費のచを図るものです。
多摩地域の森林で一ฮ作業システムを検証したとこौ、జ ٴ
 　来の人力のみの作業にૻस、大幅にௌ働負担をೄできる
 　ことがわかりました。

জঔコン操作が可能な油ಓૄૐ材機な ٴ
 　ど、జ来の機械と同等以上のਙ能を有
 　し、より安全でලに操作ができる林
 　業機械の開発・普及が進॒でいます。

一ฮ作業システムによりગ造林を効૨的に行うには、伐採 ٴ
 　の時期に়わचて植栽を行うことが必要です。しかし、జ
 　来から用いられているᅄ၈の植栽適期は、ஐやに限られ
 　ています。
コンテナ၈は、ᅄ၈とは異なり、உთがあることでᄩス ٴ
 　トঞスの୶を受けにくいと考えられ、ஐや以ਗでも高
 　い活着૨が得られると期待されています。
 多摩地域の造林地でᅄ၈とコンテナ၈の生長をૻຎ検証し ٴ
 　たとこौ、植栽後に௯૩やᄩ૩を受けた場়、जの後の
 　生長はコンテナ၈の方がરਜ਼であることがંされています。

多摩ୠपిखञᅇ఼؞ဦল३५ॸ

॥থॸॼ၈

ਤऩਃ༊

㌣ ৱમ 3��　 ে産ਙपऐञৗૼ

ฮ३५ॸ

پ 1 য়木の伐、௸い、玉切り、ૐ作業を一ฮして行う高ਙ能林業機械
پ 2 జ来よりもලにཱૐ材ができる人工支をಎ備した移動可能なૐ材機 پ 3
پ 3 ग़ンジン、動力伝達ಎ置、ॻラム（ดඕき取りჽ）などを備えたक़インॳ（ඕき上げ機）

都内の林業経営体の要望を
取り入れてଐ整備・開発した

৵車௺の林業機械
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樹་でખೝするঞー२光ٴ樹་でખೝするঞー२光樹་でખೝするঞー२光ٴ

৺ڰ点 � ⋻ 地એでખೝするঞー२光ٴ

એৈ
ೕৈ
་ৈ

木ॹータを用いたഡ度推定

ਝ

 

ఫ空ঞー२計により取得したॹータを基に、森林のয়木ഡ度や木ਜ਼の樹高、材など ٴ
 　を推定することができます。

東京都、市町村等をॿॵトワークで結ल、森林の所有者や資源量等に関する情報をৼ൩にુ有 ٴ
 　するシステムです。システムを通じて、森林情報の管理を効૨的に行うとともに、施業のૐ৺
 　化を進める林業経営体に必要に応じて情報を提供することで、林業経営のਘ化を図ります。

 ఫ空ঞー२計は、ఫ空機に࿌載したঞー२ ٴ
 　スキャナから地上にള数のঞー२光をසೝ
 　し、樹་や地એからખೝしてರってきた
 　ঞー२光を解ෲすることによって、標
 　高や地の状などを৹सる量技術
 　です。

地上からঞー२をසೝすることで得られる林 ٴ
 　内の３ઃ元画൸から、য়木の樹高、高直ྫྷ、
 　ශがり、材等を計し、主伐や間伐の施業
 　計画の作成や、収支見みのシミগঞーシঙ
 　ンを行うシステムのଡ築を進めています。

ঞش२ੑपेॊੲਾのણ用

東京ۈھڼॡছक़ॻ३५ॸ

㌣ ৱમ 3��　 पउऐॊॹ४ॱঝૼのણ用⋇

東京都

市町村

林 業
経営体

総合行政ネットワーク（ＬＧＷＡＮ） インターネット

■ 森林情報の閲覧、活用■ 森林情報の管理、更新

   データセンター

林地台帳及び地図、
森林計画図、森林簿
空中写真、路網データ、
レーザ計測データ
など

ঞー२計によって得られる、高ಖ度な地 ٴ
 　ॹータはใோ施設のཔや、ଡ଼ි計画の作成
 　に活用することができます。
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㌣ ৱમ 3���　 पउऐॊॹ४ॱঝૼのણ用⋈

木材のஔपउऐॊੲਾુથ

ᅇ఼ল材ੲਾ

ਏੲਾ

出材される木材の情報は、地上からのঞー२計【資料 3-9】や、木材検収システム（ૐ ٴ
　 した丸太の木ઠをスマートフज़ンなどで୶し、本数・直ྫྷ・材をලに計するもの）
　 などを用いることで効૨的に取得することができます。
શ情報を付与した 4R コーॻを丸太に付することでトঞーサঅজティの管理が可能とな ٴ
　 ります。
上記の情報をஔ情報システム（クラक़ॻ）にアॵプটーॻし、ਆ中やਆ下の業者とஔ情 ٴ
　 報をુ有することで、生産管理の効૨化を図るシステムのଡ築を進めています。

スマートフज़ンで木ઠを
୶し丸太の本数、

直ྫྷなどを計

丸太毎のશ情報を付与した
4R コーॻを付し、

トঞーサঅজティを管理素材生産者

【木材検収システム】
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◆ 都内の林業経営体の多くは৵ૠெ・ཧ細で、林業జ事者への待がે分とはえな
　 いことから、林業経営体の経営基ೕをਘ化することで収இਙを高め、適切なௌ働安
 　全対策や౻用の安定化につなげる必要があります。

ੁ ���　৽৬の৽੦ೕのਘ৲

▶︎ 林業経営体の経営の安定・向上を図るとともに、林業జ事者が安全に働き続けられ
　 るௌ働環境の整備を促進します。

森林経営管理制度を運用する市町村間の広域的な連携体制をଡ築します。さらに、同制度に基 ٴ
　 づき、森林の経営管理に対する所有者の意向について情報を収ૐし、意ඟ的な林業経営体への
　 ૐ৺化を図る市町村の業ਜを支援します。（ગ掲）

Ｓクラक़ॻシステムにより一ھ森林経営管理制度の運用に必要となる森林情報を東京都森林Ｇ ٴ
　 元的に管理し、市町村や森林組়等と連携して情報の修ਫ・更新を進めます。（ગ掲）

森林の所有ਥをଣಣする意向がある森林についても情報をし、意ඟ的な林業経営体に必要 ٴ
 　に応じて情報提供することで、ૐ৺化を進める取組について検討します。 

林業経営体による安全ಎ備品の拡充や林業機械等の導入を支援することで、施業の安全ਙと生 ٴ
　 産ਙを高め、林業జ事者のௌ੯のఒを図ります。加えて૫知活動やজスクア७スメ
　 ントなど、९フトએにおけるௌ働安全対策を支援します。

林業経営体に対し、福利ௐ生の充実など、林業జ事者が安心・安全に働くための౻用管理の ٴ
　 ఒに向けた取組を支援します。（ગ掲）

木工品の生産や林業体験ツアーなど、森林・林業に関連する事業をౢ業として経営に取り入れ ٴ
　 て収இਙの向上を目指す林業経営体を支援します。

。経営の多ഓ化に向けて、経営アॻバイ२ー等を活用する取組を支援します ٴ

ㆤ ૐ ৺ ৲ の  ਤ

ㆥ ిજऩௌ௮৸ৌੁध౻用ଵ৶のയਤ

ㆦ 多 ഓ  ৽  の യ ਤ

 ৬   ੌ
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　 ㌣ ৱમ 3��� 多摩産材ੳ২

◆ 木材生産の収இਙを高め、持続可能な森林環と林業の経営力ਘ化につなげるため、
　 多摩産材の利用を拡大する必要があります。

ੁ ��3　多 摩 産 材 の 利 用 拡 大

▶︎ 多摩産材のঈランॻイメージや、多摩産材を利用することの意義を都民に広めると
 　ともに、ક宅や公ુ施設など、様々な用ಥにおいて多摩産材の利用を促進します。

の知名度を活用したＰＲなど、多摩産材のঈランॻイメージのଡ築に向けて取り組む「東京」 ٴ
 　関連団体等の活動を支援します。

産地認証に留まっている多摩産材の認証【資料 3-11】について、更にਆ下の木材製品にも認 ٴ
 　証の取組を広げていくことで、費者に対する多摩産材の認知度を高めるとともに認証制度の
 　信ਙの向上を図ります。

ঈランॻ化には品ସへの信も重要であることから、多摩産材の品ସの認証に向けた取組を進 ٴ
 　めます。また、木材の品ସ向上に向けたきめ細やかな施業を支援します。

製材所等の施設整備を支援することで、製材品の品ସ・ਙ能の確保を図るとともに、製材加工 ٴ
 　における生産ਙを高めていきます。 

ㆤ ঈছথॻॖওش४のଡണ

 ৬   ੌ

多摩産材認証制度とは、多摩地域で生育し、適ਫに管理された森林から生産された木材 ٴ
　 であることを証明する制度です。
森林所有者、素材生産業者、製材業者等でଡ成される多摩産材認証協৮会が制度を運用 ٴ
　 しています。
。認証材には、製材所からの出時に証明書థとシールが付されます ٴ
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をはじめとするイベントのほか、情報発信拠点「02&7,21」【資「多摩産材利用拡大フェア」 ٴ
 　料 3-12】など、都市部の施設においても継続的なＰＲを行うことで、より多くの施主や設計
 　者等が多摩産材の製品にඡれ、利用の意義を知る機会を提供します。

多摩産材情報७ンター【資料 3-13】において、引き続き多摩産材の製品や取ඞ業者に関する ٴ
 　情報をૐ৺し、発信していきます。

を౷まえ、都市部において、多摩産材をはじめとする国産「都民のଗ（ෘู）修基本計画」 ٴ
 　木材のＰＲをਘ化するとともに、木育を体験できる施設の整備を進めます。

多摩産材の利用が東京の森林の公இ的機能を高め、ཹಸのୖ題である地球温暖化対策にも貢献 ٴ
 　することについて、都民の理解を深めていきます。

人ઠ少や新コটナの染拡大により経済社会活動のೠ৵がೃされる中、市場ॽーズの ٴ
 　化を的確にኇえ、ક宅のଡ造材のほか、内ಎ、ሸをはじめとするਗଡ等において、多摩産材を
 　はじめとする国産木材の利用拡大を図る取組について検討します。

特定多数が利用するૹ業施設等における木材利用を支援することで、多摩産材を利用するこਂ ٴ
 　との利点や意義について、都民の理解を深めるとともに、శક宅分野における木材要の拡大
 　につなげます。

幅広い分野の製品情報をૐ৺したカタটグを作成し、設計等にଦഘすることで、設計మか ٴ
 　ら多摩産材の製品が৭උされるよう促します。

テঞワークの普及、ＳＤＧｓ、健康意の高まりといった社会の化に着目し、新たなଳ点か ٴ
 　ら製品の開発やଡ଼開ิを支援することで、多様な多摩産材要の拡大を図る取組について検
 　討します。

引き続き、都有施設等において૨的に多摩産材を利用するとともに、木材利用の拡大に向け ٴ
　 た機運のᅿ成に取り組॒でいきます。

。ય市町村の関連施設における多摩産材利用に対する支援の拡充を検討します ٴ

木材利用のノक़ঁक़が少ないય市町村を支援するため、都のアॻバイ२ーが公ુ施設の木材利 ٴ
　 用についてஃや情報提供を行います。さらに、多摩地域の森林・林業の現地ଳなどを通じ
　 て、ય市町村に多摩産材の利用を働きかけていきます。（ગ掲）

ㆥ  ટ  ऩ ੲ ਾ  ਦ

ㆦ ਁુਝपउऐॊ利用ਤ

ㆧ ড়ਝपउऐॊ利用യਤ

森づくり推進プラン 51

基 

軸 　

 2

第 　

 

章
3



　

国産木材（多摩産材）のड़フィス空間02&7,21 入ઠ

高知県の出展 ౡ木県の出展 ණ県の出展

㌣ ৱમ 3��� ব産木材のྟৡਦುਡ 「02&7,21」

　多摩産材をはじめとする国産木材の魅力を様々なଳ点から伝える拠点として、令和 2 年 12 
月に 02&7,21（ঔクシঙン）を開設しました。

。では、都市と森林をつなぐ一つの方法として、ड़フィスの木ସ化を提案しています 7,21&02 ٴ

。ଞ設スペースには、多摩産材を生かしたコン७プト家や内ಎ等を展ંしています ٴ

。全国地と連携することで、多ཪな企画展や७ミナーを開催しています ٴ

52 森づくり推進プラン



　

多摩産材利用

多摩産材ੲਾ७থॱش

ਲ਼େీ৺

ঐॵॳথॢ

多摩産材ஔ 多摩産材利用
⋇ ৼ

多摩産材ஔ
⋉௦

⋊ੲਾ⋈ৼઍ

　多摩産材情報७ンターでは、多摩産材の利用拡大と、多摩地域の林業・木材産業の活ਙ化を
目的に、利用者と供ஔ者とのマॵॳングを行っています。

多摩産材の製品や৹達方法に関するৼษઠとして、多摩産材を取ඞう業者から収ૐした情報 ٴ
 　を基に情報提供します。

。ৼ方法は、ษઠへの来訪のほか、メール、ਗ਼ਵにて対応します。ৼ料は૮料です ٴ

多摩産材の広報・PR のために、毎年 ٴ Ҧ 多摩産材利用
 　拡大フェア ҧ を開催しています。

製材業者のほか、建築用材・家・ᔗஓ・木工品等 ٴ
 　のメーカー等、多摩産材を取りඞう多くの企業や団
 　体が参加し、多摩産材を使いたい方々とのઐが行
 　われています。

㌣ ৱમ 3��3 多摩産材ੲਾ७থॱشのੌ

ଲષृ৹पঢ়घॊৼৌૢ

多摩産材पঢ়घॊઁਾ35؞
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神ি明神ધ化ઐை ('2&&2

PaUN &RPPXQLW\ .,%$&2（木場公園） ७ঞड़八子

京あजलの森 +8*+8*（野市内） *R((1 6PR,1*6（য়ਆ市内）

৵ি 参ଶക

ড়ਝपउऐॊ多摩産材の利用হ
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੦ ກ 3   多摩産材॑मगीधघॊব産木材のਏ拡大

多摩産材のে産म৸বपाोय৵ૠெदँॉؚ大ા東京の木材ਏप ٴ
 　ஆदৌૢघॊऒधमदघ؛

্दؚম৸বपम৺ � ਐ KD のযੵऋँॉؚ東京पउऐॊ木材ਏの ٴ
　 拡大पୄऋఞचैोथःऽघ؛

ऒのेअऩ૾ய॑౷ऽइؚ৸বध৴खؚశક୧ীऩनपउऐॊ木材ਏ ٴ
 　の拡大॑ॊऒधदؚবの؞木材産のஷ௪प൴खथःऌऽघ؛ऽञؚ
 　木材ਏ৸৬のೲऑ॑ॊऒधदؚ多摩産材のਏ拡大पणऩऑथःऌऽघ؛

ব産木材॑利用घॊऒधのਔଝृ利ਡपणःथཟ॑ਤखؚ木材ृप ٴ
 　खिੱ்॑ઁः਼৻प॒दःऌऽघ؛ 

ㆤ శક宅建築等における木材要の拡大
ㆥ 木造化や木ସ化にಖ通した建築のു成

ㆤ 子どもたちへの木育の推進
ㆥ 大人たちへの木育の推進

ੁ 3�� ৗञऩীपउऐॊ木材ਏの拡大

ੁ 3�� 木  ણ  の  ਤ

੦ກ 3 ੁの৬௺
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木  ሸ

◆ 全国の人工林の多くが利用期をಶえ、国産木材の供ஔ量がੜ加ൊ向にある中、木材
　 の一大費地である東京に対して、木材要の拡大をᏋ引する૽割が求められています。

ੁ 3��　ৗञऩীपउऐॊ木材ਏの拡大

▶︎ 木材を活用したሸをはじめ、中・高層建築やశક宅建築など、これまで木材があま
 　り使われてこなかった分野において国産木材の要拡大を図り、全国の林業振興と
　 森林環の促進につなげます。

や木ସິౌ部材等を活用した中・大ૠெの木造建築物については、事例のが必要でۉہڸ ٴ
 　あることから、これらの設計に取り組む事業者等の支援などにより、都市部の木材要の拡大
 　を図り、多摩地域をはじめとする全国の森林環の促進につなげます。

木ሸはശのതれがあるコンクজートঈটॵクሸを代替し、景観向上のほか地域の安全向上に ٴ
 　も貢献することから、都の関連施設において૨的に木ሸの設置を進めます。加えて、施設の
 　ਗଡを木ସ化するય市町村、民間事業者等を支援し、木のඌధみの出を図ります。

テঞワークの普及とともに、ड़フィスには社員のコミগॽケーシঙンを活ਙ化する機能が一層 ٴ
 　求められると考えられることから、木材や木造建築が人にもたらす生理的・心理的な効果・効
 　能について、ఐ学的知見を収ૐし企業等にＰＲするとともに、ड़フィス等の内ಎにおいて、国
 　産木材の利用拡大を図る取組について検討します。

人ઠ少や新コটナの染拡大により経済社会活動のೠ৵がೃされる中、市場ॽーズの ٴ
 　化を的確にኇえ、ક宅のଡ造材のほか、内ಎ、ሸをはじめとするਗଡ等において、多摩産材を
 　はじめとする国産木材の利用拡大を図る取組について検討します。（ગ掲）

 木材要の拡大を目指す全国ૠெの連携にா ٴ
 　的に参加します。また、02&7,21、ঔクコঞ
 　【資料 3-1�】などを活用し、ૐ客効果の高い
 　都市部において全国の木材をＰＲします。

国産木材の利用が持続可能な社会の成や地 ٴ
 　球環境の保全に貢献することについて、普及
 　啓発を行います。

ㆤ శક୧૦ണಉपउऐॊ木材ਏの拡大

 ৬   ੌ

��3� ফ২पऐथ

ऩछॉੌाऋਏऊ
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全国地の事業者が出展 ෩名な建築家や学経験者による७ミナー

　રೢೖ؟野わかくさည園

　　ਈરೢೖ؟ൈ৵ଡ଼વഓ（世িદય内）
やなऍこうじみなみかど   રೢೖ؟神ি明神ધ化ઐை ('2&&2

╒ઌ コラム（5� ᅚ）　　ਈરೢೖ؟
  રೢೖ؟

大ু়建設会社、建築設計事ਜ所、建築௺の大学が数多くૐまる東京において、木造建築の ٴ
 　進的な事例から技術やノक़ঁक़を学व研修会を開催し、木造建築物の設計・提案ができる建
 　築のു成を図ります。

建築や建築・林業௺の学生を対象に、林業の現地をଳする機会を提供することで、木造の ٴ
 　材料やଡ造に関する知見はもとより、木材利用の意義や林業の現状についても建築の理解促
 　進を図ります。

ㆥ 木ୗ৲ृ木ସ৲पಖৢखञ૦ണのുਛ

㌣ ৱમ 3���　 ৸বधの৴पेॊ木材ଲષனંૹভ

　「:22' コঞクシঙン（ঔクコঞ）」は、東京をはじめ
とする全国地の国産木材を活用した建材や家などの木
材製品展ંૹ会です。

。令和元年度は、これまでで最多の �1 都道ਿ県から 268 事業者が参加しました ٴ
。令和 2 年度は東京 2020 大会のభ期の୶を受けて中止پ

。メインステージでは、෩名な建築家や学経験者による७ミナーを開催しました ٴ

 　 　大都市東京において木材利用の新たな可能ਙを開ิ）「क़ॵॻシティ 72.<2 ঔॹル建築ೖ」 ٴ
　 する新的・ঔॹル的な建築物ྼは木ସ空間を༟するコンクール）の༟ૄと受ೖ作品の
　 紹介も行いました。
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৵学ૅにおける森林・林業学習への協力 ઇ員を対象にした森林環境ઇ育७ミナー

◆ ઃ代を担う子どもたちに木材や森林にしむ心を育み、子どもたちの心ମの健やか
　 な成長にも貢献する木育活動【資料 3-15】の更なる推進が求められています。　

ੁ 3��　木  ણ  の  ਤ

▶︎ 子どもたちが利用する施設において国産木材の利用を促進し、森林をஹり育ててい
　 くことの大切さや、森林整備を担う林業のோについて、幅広い世代の理解を深め
　 ていきます。

。多摩地域の森林体験や木工ઇなど、保育園や団体等が行う木育活動を支援します ٴ

木ସの空間がもたらす生理的・心理的な効果・効能は、ਘい受ਙを持つ少期の子どもの健 ٴ
　 やかな成長に貢献すると考えられることから、子どもが利用する施設において、内ಎやਗଡ等
　 の木ସ化を支援します。

を౷まえ、都市部において、多摩産材をはじめとする国産「都民のଗ（ෘู）修基本計画」 ٴ
　 木材のＰＲをਘ化するとともに、木育を体験できる施設の整備を進めます。（ગ掲）

国内の森林・林業に関する学習は、主に৵学ૅの社会ఐで取りඞわれることから、学ૅに対し ٴ
　 て、講師となる専門家をୣാするとともにઇ材の提供等を行うことで、木育学習に協力します。

ㆤ नुञठषの木のਤ

 ৬   ੌ

子どもたちへの木育を広めるには、ଞ的に子どもにமするఢりの大人の理解がਂ可ಳである ٴ
 　ことから、木育が、子どもの健やかな成長につながることについて、ઇ員や保૧者にＰＲします。

ઇ員や保૧者が、多摩地域の森林・林業の現場を訪れる機会を提供することで、森林・林業の ٴ
　 現状について、大人たちの理解促進を図ります。

ㆥ 大যञठषの木のਤ

��3� ফ২पऐथ

ऩछॉੌाऋਏऊ

58 森づくり推進プラン



　

 ޓ

　

㌣ ৱમ 3��� 木  ध म

　木育とは、子どもから大人までを対象に、木材や木製品とのऴれあいを通じて、木材へのし
みや木のધ化への理解を深め、材料としての木材のଐさや、जの利用の意義を学॒でもらうため
の活動です。
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੦ ກ ڰ  ড়ृ੫ಉपेॊ利用の拡大

東京पૐরघॊযृ੫ಉऋથघॊৡؚ॑ତृஷ௪पেऊघऒधमؚ ٴ
　 ؞ऋ್इॊرऩୖੰৠのໃઠधऩॊटऐदमऩऎؚਢ૭ચऩভ
　 のਛपु൴खؚੑॉੴोऩःટऋୄदऌऽघ؛

ऋൕऑॊ৯ఏの多ऎपঢ়৴घॊपৌखथؚভのঢ়ੱऋৈऽॉणणۢڼڹۈ ٴ
　 ँॊੲિ॑౷ऽइ ؚ৸ऩतऎॉपऐथড়ृ੫ಉのষ॑യखथःऌऽघ؛

অ५のৃ॑घॊのྟৡشऩ१ر३ঙথؚ৳ുؚઇऩनؚشঞॡজग़ ٴ
 　॑ਬऌলघऒधदؚधড়のঢ়ॎॉ॑ಽीॊधधुपؚ॑েऊखञ
 　ୠの産ஷ௪पणऩऑथःऌऽघ؛ 

ㆤ 企業等による森林利用の促進
ㆥ 都民の森づくり参画の促進

ㆤ 多様な森林利用の促進

ੁ ��� ॑ۢڼڹۈ৯घੈ௮のतऎॉ

ੁ ��� ॑েऊखञ産ஷ௪

੦ກ � ੁの৬௺
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◆ ＳＤＧｓが掲げる目標の達成に向けて、様々な主体と連携し、森林の保全や持続可
 　能な利用を通じて、地域の環境、社会、経済に貢献していく必要があります。

ੁ ���　॑ۢڼڹۈ৯घੈ௮のतऎॉ

▶︎ 都民や企業等の森づくりへの参画を促進し、社会貢献活動などにおける森林の活用
 　を拡げていきます。

において、企業等の要望に応じて活動内容を柔軟に見直すことなど【資料 3-17】「企業の森」 ٴ
　 により、協力関係の継続を図るとともに、より多くの参画を促していきます。

ＳＤＧｓを目指す企業等の要望や提案を取り入れることで、森づくりにおける新たな協働の枠 ٴ
　 組について検討し、持続可能で多様な森林利用の拡大を図ります。

森林整備や木材利用による二酸化炭素の吸収量、固定量を都が認定する「とうきょう森づくり ٴ
　 貢献認証制度」【資料 3-19】により、企業等が行う社会貢献活動に協力します。

ㆤ ੫ಉपेॊ利用のയਤ

 ৬   ੌ

多摩地域の森づくりに参画することの大切さや、参画する方法について、様々な拠点やイベン ٴ
　 トなどを通じて都民に情報発信します。

熟練した技術者の下で都民が林業を体験し、健全な森づくりに貢献する「とうきょう林業サポー ٴ
　 ト隊」【資料 3-18】について、幅広い世代にＰＲし参画を募ります。

花粉発生源対策を求める都民の声は今後も高まると考えられることから、引き続き都民に対し ٴ
　 「花粉の少ない森づくり運動」【資料 3-16】への協力を仰ぐとともに、花粉発生源対策だけに
　 留まらない森づくりの意義について、普及啓発を行います。

ㆥ ড়のतऎॉのയਤ

��3� ফ২पऐथ

ऩछॉੌाऋਏऊ
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ভ ਾ 

多摩産材を使ったノベルティ

花
粉
の
少
な
い
森
づ
く
り
募
金
箱

　東京都と（公財）東京都農林水産振興財団は、多摩地域のスギ・ヒ
ノキ林を伐採し、少花粉スギ等に植え替える「花粉の少ない森づくり」
を進めています。

。多様な企業や団体等と連携し、都内で様々な PR 活動を行い、募金にご協力をいただいています ٴ

花粉の少ない森づくりを目的とした募金活動 ٴ
 　を行っています。

募金は、花粉の発生源となっているスギ・ヒ ٴ
 　ノキ林の伐採や、少花粉スギ等への植え替え
 　などに充てられます。

企業や団体の皆様に、少花粉スギ等の ٴ
 　植栽や保育等に係る費用を寄付してい
 　ただきます。→詳細【資料 3-17】

花粉の少ない森づくり募金に一定額以上を ٴ
 　寄付された全ての方が会員となります。

、活動報告書、会報誌、メールマガジンのほか ٴ
　 森づくりイベントを通じて、多摩の森林へ
 　の理解を深めていただきます。

　上記のほか、暮らしの中で多摩産材を使っ
ていただくことも、花粉の少ない森づくり
につながります。
　地球温暖化防止に貢献しながら、健全な
森を未来に引き継いでいくため、花粉の少
ない森づくり運動に対し、多くの方のご参
加をお待ちしています。

㌣ ৱમ 3��� 「୨のऩःतऎॉઈ」のਤ

୨のऩःतऎॉ൳স

୨のऩःतऎॉの 35

तऎॉ੍ରᇨ௫

੫  の 

੫のपउऐॊᄎણ

ानॉधऴोँअইख़५ॸॕংঝقૻદਁୱك 東京उुठूऽणॉ ७ছআॖشঋথॺ
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植栽後 3 年目の企業の森

　「花粉の少ない森づくり運動」にご賛同をいただいた
企業や団体の皆様から、森林整備への資金協力をいた
だくとともに、社員やご家族の方の森づくり体験など
に森林を活用していただきます。

　森林所有者、協賛企業・団体、（公財）東京都農林水
産振興財団の三者で協定を締結します。協定の期間は、
花粉の少ない森の整備において最も経費がかかる初期
の 10 年間が基本となります。

　協賛企業・団体の皆様から、「花粉の少ない森づ
くり募金」へのご協力と、植栽や保育等に係る費用
のご負担をいただきます。

森づくりを通じて環境問題に取り組む企業イメー ٴ
　 ジを PR できます。
。森林に名前を付け、現地に看板を設置できます ٴ
【資料 3-19】「とうきょう森づくり貢献認証制度」 ٴ
　 による森林整備のサポート認定が受けられます。

㌣ ৱમ 3��� ੫ののਏ

ਸ੫のওজॵॺ

୭  ઇ  の ৃ

ڸ ۈ ۇ ણ  ۈ ڹ ڼ ۢ

ॖওش४॔ॵউ

社会貢献の活動と ٴ
　 して報告書などに
　 記載ができます。

ＳＤＧｓの目標 ٴ
 　達成に貢献
 　できます。

。社員の研修や、社員のご家族の森づくり体験の場として、森林を利用していただけます ٴ

୨のऩःतऎॉ

「੫の」のலੌा

ᄎ৬ୡ ৣ࿘ॉ৬ୡ ॿॖॳকشफ़ॖॻॶ॔ش

ੈඑ੫の৩の
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　 ㌣ ৱમ 3��� धअऌॆअ१এشॺのણ

　「とうきょう林業サポート隊」は、ボ
ランティアとして、主伐事業の対象林で
植栽や下刈り等の施業に携わり、森づく
りをサポートする活動を行っています。
　活動は、林業の専門家の指導のもとで
行うため、初心者でも安心してご参加い
ただくことができ、令和２年度末までに
1,357 名の方が登録しています。

活動日・人数
毎週水曜日・土曜日 
各回定員 12 名程度

ણ  হ 

。講師から安全に作業するための説明を受けます ٴ
ཨのඞः্॑

ਭরآ　

୷खऋਘःのद

ऒऽीपীଓஔ॑آ

。サポート隊の車で現場に移動・到着後、作業に当たっての安全講習や準備体操を行います ٴ

。作業開始！活動内容は時期によって異なります ٴ

。作業終了！お疲れ様でした ٴ

作業開始！活動内容は時期によって異なります。
 ᄎ ৣ࿘ॉ ઊठ
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木製の椅子づくり体験

草木染めのスカーフ

下刈り体験

苔玉作り体験

㌣ ৱમ 3��� धअऌॆअतऎॉ൴ੳ২

　「とうきょう森づくり貢献認証制度」とは、森づくり活動や多摩産材の利用による二酸化炭素
の吸収量・固定量を数値化して、都が評価認証するものです。

　林業研究グループは、林業経営に係る学習・研究活動、市民への普及啓発活動等を行う団体です。
活動を通して、都民に森林の素晴らしさや林業の大切さなどを伝えています。

तऎॉણपेॊ൴ੳ

ੳ  औ ो ञ ੫  म

。0.1ha 以上の下刈、除伐、間伐による二酸化炭素吸収量を都が認定します ٴ

子どもたちが楽しめる木工、丸太切り体験や、森林整備 ٴ
 　が体験できるキャンプイベント等を行っています。

建築物等に多摩産材を利用した建築主と施工業者等に対して、建築物等に固定されている二 ٴ
 　酸化炭素量等を都が認証します。

。多摩産材製品の製造者と購入者に対して、製品に固定されている二酸化炭素量等を都が認証します ٴ

。東京都から貢献認証書が授与されます ٴ
。認証マークを広報媒体等に使用できます ٴ
都が関連するホームページ等により、企業 ٴ
 　の活動内容などが紹介されます。

多摩産材利用पेॊ൴ੳ 事例【資料 1-5】ڀ 

ଢ଼ॢঝشউのણ

॑েऊखञॖঋথॺ

のൃ木॑ઞढञुのतऎॉ 草木染め、苔玉作りなど、森林から得られる素材を活用 ٴ
 　した講座を開催しています。
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ୠの॑ણ用खञਉ木३ॖॱॣのে産

原木シイタケの栽培

◆ 多摩地域と島しょ地域の特色ある森林景観や有用広葉樹を、地域の資源として更に
 　有効活用し、産業振興につなげる必要があります。

ੁ ���　॑েऊखञ産ஷ௪

▶︎ 歩道や園地等の整備を促進し、森林空間の魅力向上を図ることで、観光をはじめと
 　する多様な森林利用につなげます。

▶︎ 森林から生み出される多様な林産物が、持続可能で豊かな地域づくりに一層貢献す
 　るよう、有用広葉樹林の整備を促進します。

森林空間のもたらす快適さは、観光業に貢献するだけではなく、健康づくりにも効果があるこ ٴ
 　とが知られており、福祉や医療分野における活用も期待できることから、眺望を確保するため
 　の森林整備や、園地や案内看板などの設置を計画的に支援します。

利用可能な資源が限られる島しょ地域において、有用広葉樹から得られる特用林産物は重要な ٴ
 　産業のひとつであることから、これらの造林、保育等を行う町村等への支援の拡充を検討しま
 　す【資料 3-20】。

。特用林産物であるシイタケの原木栽培について普及指導を行います ٴ

ㆤ 多ऩ利用のയਤ

 ৬   ੌ

��3� ফ২पऐथ

ऩछॉੌाऋਏऊ

原木シイタケの生産には、菌を植え付けるための原木（クヌギ、コナラ、ミズナラなど）が必 ٴ
 　要となります。都内の原木シイタケ生産者の多くは、他県で生産された原木を使用しています。

令和 2 年 9 月、青梅きのこ生産振興会、青梅市、地元の農林業機械メーカーが「里山等広 ٴ
 　葉樹林の整備と活用に関する協定」を締結し、地元の森林を活用することで原木を確保する
 　とともに、森林の整備を進める取組を始めました。

地元の農林業機械メーカーは、機械や人材の提供 ٴ
 　のほか、安全講習の開催などを担い、青梅市は森
 　林の所有者の情報提供などを行います。

３者の連携により、原木シイタケの生産振興とと ٴ
 　もに、森林の整備が進み、地域環境の保全につな
 　がっていくことが期待されます。
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੦ ກ ڭ

੦ ກ ڮ

੦ ກ گ

੦ ກ ڰ

୭॑യਤखਁஇਃચ॑ৈीॊତ

ে産ਙधઽஇਙのৈः৽

多摩産材॑मगीधघॊব産木材のਏ拡大

ඨ 目 現 状 ৯ ఏ

तऎॉਤউছথ ਏऩ৯ఏ

　本プランの計画期間内（令和 3 年度から令和 12 年度まで）に達成するसき主要な目標
を設定し、々の施策を着実に推進していきます。

伐採・ဦ出の高度な技術を有する林業జ事者数 �5 人ڭپ ��� য

پ 1 作業ྉ 1 ྉにつき 5 名体制を基本として出

多摩産材（丸太）の年間供ஔ量

多摩産材の認知度

都内のય市町村の木材利用方ଉの策定૨

20,530 ⒛ � 年

19٫

35٫

3����� ⒛ � ফ

��٫ਰ

100%

企業等と連携した森づくり 33 ੯ �� ੯

ড়ृ੫ಉपेॊ利用の拡大

ඨ 目 現 状 ৯ ఏ

ඨ 目 現 状 ৯ ఏ
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तऎॉਤউছথपउऐॊੌのਛટৱ મ  

基本的ଳ点ڭ 効૨的な森林整備と安定的な木材供ஔ

基本的ଳ点２ 民間が有する力の幅広い活用

ऩଃ産दँॊ東京の॑৸ऩदઃ਼৻पಲഅ

ਅറڭ 多様でෆฐ的な森林整備の推進

ਅറ２ 効૨的な林業経営の実現

ਅറ３ 東京の木「多摩産材」の利用拡大

ਅറڰ 都民や企業等との協働による森づくりの促進

तऎॉਤউছথقਛ �� ফ 3 াكの৬௺

　森林法のਫにより、効૨的な林業経営を目指す森林経営計画制度が導入されたほか、
公ુ建築物の木造化と内ಎの木ସ化を促進する法が施行となるなど、森林・林業を取
りඕく情િの化を౷まえ、都は、「東京における持続的な森林整備と林業振興」を目指
して、成 26 年 3 月に「森づくり推進プラン」を定しました。
　同プランでは、「効૨的な森林整備と安定的な木材供ஔ」と、「民間が有する力の幅広
い活用」という２つのଳ点に基づき、ୖ題をより効果的かつ効૨的に解ৠするためのڰ
つのਅറをয়て、都民や企業等にも参画していただきながら、施策を展開してきました。
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森林ય分の明確化 ٴ

森林整備事業のગଡ築 ٴ

　島しょの特ਙに応じた森林整備 ٴ

▶︎ 木材生産機能の発มをરする「生産林」と、公
 　இ的機能の発มをરする「保全林」のય分を設

▶︎ 島しょの有用広葉樹の造林を支援
　・খঈツバキ造林 1,015 本

▶︎ ग़ॲシャクథなど島しょの森林୰૩དの防除を支援

▶︎ スギ花粉発生源対策事業の後継事業として森林
　 環促進事業をଡ築し、スギ・ヒノキ林の伐採と少
　 花粉スギ等への植え替えを継続
　・伐採ీ৺226؟ha
　 （事業開始から R1 年度までのྸ計 �620ha）

▶︎ 造林・保育事業により林業経営体等が行う森林整
　 備や、間伐材のဦ出を支援
　・植栽233؟ha 　  ・下刈1,829؟ha
　・ઊ23؟ha 　　・間伐1,823؟ha

▶︎ 森林ગ生事業により間伐等を推進し、ু入れਂଌ
 　の人工林の公இ的機能をੜ進
　・間伐3,5�3؟ha

▶︎ 「企業の森」の協定締結を推進
　・協定締結12؟ ੯

▶︎ 成 25 年台௯ 26 ಀによる伊豆大島の಼ᆽ所
　 を୮೮
　・山事業31؟ か所　・林道事業11؟ か所

▶︎ 保安林の指定
　・指定એ253؟ha

▶︎ 山事業により、台௯等で಼した森林を୮೮
　・多摩地域20؟ か所　・島しょ地域11؟� か所

▶︎ 市町村が行う管理ඃの支援、ๆம県とのુ同
　 ඃ、防૧ፆ等による防除を実施
　・管理ඃ及ल有૩೭ᄕඃ1,81؟� ୍х

スギ花粉発生源対策の着実な ٴ
 　実施と伐採更新の推進

植栽や保育の推進 ٴ

企業等からの支援の拡大 ٴ

伊豆大島の୮೮ ٴ

保安林の適ਫな管理 ٴ

山事業の着実な推進 ٴ

シカ૩への対策 ٴ

ੌधਛટ 戦略ڭ 　多दෆฐऩତのਤ
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ਛ

林道の整備促進 ٴ

森林作業道の整備促進 ٴ

コストచに資する伐採ဦ出 ٴ
 　システムの確য়

植栽や保育におけるコストచ ٴ
 　の検証

高ਙ能林業機械の導入推進 ٴ

▶︎ 林道の開設に加え、ใோ林道の拡幅等による高ૠ
 　ત化を推進
　・林道開設7.8؟NP

▶︎ 造林・保育事業により、林業経営体等による森林
 　作業道の整備を支援
　・森林作業道整備1.��؟NP

▶︎ 東京コスト林業技術の実証的開発事業によ
 　り、多摩地域に適した施業システムを実証

▶︎ 林業経営体等の高ਙ能林業機械の導入を支援

▶︎ 林業経営体等の森林経営計画のଫ期策定を支援
　・都内認定એ12,23؟�ha
　（事業開始から R1 年度までのྸ計）

▶︎ 施業ૐ৺化の基ೕ情報となる林地台の原案を整
 　備し、市町村に提供

▶︎ 林業経営体が行う森林境ੀの明確化を支援
　・境ੀ明確化એ2,576؟ha

▶︎ 林業経営体のൌ望に応じた技術者をୣാするほ
 　か、進事業体への出向を支援

▶︎ 新ૠௌ者のༀり上げ費のほか、本採用前の
 　ෘ採用に係る経費をଓஃし、新ૠ業を促進
　・新ૠ業者数78؟ 人

▶︎ 新ૠ業者から高度技術者までを対象とした体௺
 　的な研修を実施

▶︎ ം૩保૫や金ુ済のෳ金等をଓஃし、林業経
 　営の基ೕਘ化を支援

森林経営計画の策定促進 ٴ

施業ૐ৺化の推進 ٴ

森林境ੀの明確化 ٴ

ૐ৺化を担う人材の育成 ٴ

新ૠ業者の確保支援 ٴ

多様な主体との連携による育成 ٴ

森林作業道整備を担う技術者 ٴ
　 の育成

伐採ဦ出を担う技術者の育成 ٴ

林業事業体の体力ਘ化 ٴ

ੌधਛટ 戦略 � 　૨ऩ৽のৰਠ
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都の૨利用 ٴ

　ય市町村による利用拡大 ٴ

▶︎ 東京 2020 大会の関連施設等に૨的に多摩産
 　材を使用
　・都関連施設における利用⒛ 10,683؟

▶︎ ય市町村施設における多摩産材利用を支援
　・ય市町村施設における利用⒛ 1,6�7؟

▶︎ ક宅展ં場に多摩産材のঔॹルঁक़スを設置し、
 　定期的にＰＲイベントを実施

▶︎ 多摩産材の新たな要を出する内ಎ材や家等
 　の新製品開発を支援

▶︎ 下水道ଂと連携し、木ସバイड़マスと下水ළာの
 　়൏ే事業を実施

▶︎ ＰＲ効果の高いૹ業施設等における多摩産材利用
 　を支援
　・ஃ成施設数13؟ 施設

▶︎ 多摩産材の木製品展ં会や、全国の地域材製品の
 　展ંૹ会（ঔクコঞ）を開催

▶︎ 「多摩産材情報७ンター」を開設し、利用者と供
 　ஔ者をコーॹィॿート
　・ৼ対応実ౚ1,655؟ ੯

▶︎ 主伐事業でဦ出した木材の安定的な通経ଡ଼を確保

▶︎ 森林管理認証やڸ۞ڸ認証の取得を支援

ક宅でのર的な多摩産材利 ٴ
 　用の推進

製品開発の推進 ٴ

木ସバイड़マスग़ॿルギーの ٴ
 　地産地

企業と連携したＰＲ ٴ

様々な機会を活用した多摩産 ٴ
 　材利用拡大ＰＲ

情報提供ษઠの設置 ٴ

新たな供ஔ体制のଡ築 ٴ

品ସ及ल供ஔ能力向上への ٴ
 　支援

子供たちが利用する施設での ٴ
 　ா的な多摩産材利用

৵学ૅ等への出前講座 ٴ

木とऴれあう機会の提供 ٴ

都市部の子供たちによる森林 ٴ
 　体験

ੌधਛટ 戦略 3 　東京の木「多摩産材」の利用拡大

▶︎ 保育園等の木ସ化や、木育活動を支援

▶︎ 東京の森林・林業や、木を使うことの大切さを伝
 　えるインターॿॵトઇ材及ल指導用資料を作成、
　 公開

▶︎ 木工・工作コンクールを実施

▶︎ 東京の森林・林業や、多摩産材の生産から利用ま
 　でのૌஙを学व現地体験ツアーを実施

76 森づくり推進プラン



ऩ৬ੌ ਛ �� ফ২ऊैഥਮ੪ফ২ऽदのਛટ


ড়
ृ
੫

ಉ
भ
ਏ

प
ૢ
इ
ञ

ல
ੌ
ा
भ
ଡ
ണ
ध


৲



ऩ

৬
ध
भ
ੈ
௮
प
े
ॊ

त
ऎ
ॉ

▶︎ 多摩産材情報७ンターや様々なイベント等を通じ
 　て、都市部のક民に情報を発信
▶︎ とうきょう森づくり貢献認証制度により企業等と
 　の協働を推進
　・森林整備サポート認証33؟ ੯
　・多摩産材製品認証33؟ ੯（228 製品）
　・建築物等認証27؟ ੯
　  （事業開始から R1 年度までのྸ計）

都市部ક民への情報提供 ٴ

とうきょう森づくり貢献認」 ٴ
 　証制度」の充実

都民の森づくりへの参画を促進 ٴ

「花粉の少ない森づくり運動」 ٴ
 　の推進

森林ボランティア活動の実施 ٴ

協働の拠点の設置 ٴ

ੌधਛટ 戦略 � ড়ृ੫ಉधのੈ௮पेॊतऎॉのയਤ

▶︎ 他ଂの事業と連携したＰＲや、民間団体とのコ
 　ラボঞーシঙン等により「花粉の少ない森づく
 　り運動」を一層拡大
　・募金金額2�0,535؟ 

▶︎ 「とうきょう林業サポート隊」を募ૐし、都内の
 　森林で定期的に活動
　・登録者数 1,06� 名
　・活動開催 397 
 　 （事業開始から R1 年度までのྸ計）
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